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編
集
後
記

▼
４
つ
の
小
学
校
で
閉
校
式
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
式

典
が
笑
顔
あ
り
涙
あ
り
の
感
動

あ
ふ
れ
る
も
の
ば
か
り
。
カ
メ

ラ
を
持
つ
手
が
震
え
る
ほ
ど
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
学
校
で
も
た
く
さ
ん
の
友
達

を
つ
く
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

▼
３
月
の
上
旬
ま
で
は
肌
寒
い

気
候
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

気
付
い
て
み
れ
ば
桜
も
慌
て
て

咲
き
始
め
る
ほ
ど
の
陽
気
に
▼

開
花
が
早
ま
っ
た
せ
い
か
、
急

い
で
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
変
更

し
た
り
、
花
見
の
準
備
に
取
り

掛
か
っ
た
り
す
る
人
も
ち
ら
ほ

ら
▼
か
く
言
う
私
も
春
の
い
た

ず
ら
に
翻
弄
さ
れ
た
う
ち
の
一

人
。
締
め
切
り
を
気
に
し
な
が

ら
予
定
を
切
り
上
げ
、
カ
メ
ラ

を
準
備
す
る
も
予
報
は
雨
。
そ

れ
な
ら
ば
と
机
に
向
か
う
も
桜

が
気
に
な
り
筆
は
進
ま
ず
。
し

ま
い
に
は
春
の
陽
気
の
せ
い
で

う
と
う
と
す
る
始
末
。
そ
ん
な

春
が
大
好
き
で
す
。　
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
3/31 1

健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所

2 3 ４
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

5
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

６

７
第58回
熊日菊池桜マラソン 
8:00 ～9:00

（受付）
菊池体育センター・
菊池市民広場
子ども読書の日
フェスティバル
10:00 ～泗　図
第5回
なんでもよかもん市 
10:00 ～16:00
菊池市民広場

８
育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）菊中公
菊池渓谷山開き 
11:00 ～
アットホ－ム「マタ
ニティ」( 母親学級 )
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

９
年金出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

10
すくすく講座
10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

11 12
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

13
きくちおはなしの
もりかい
10:30～菊公図
しすいっ子童話会の
おはなし会
11:00 ～泗　図

14
チェントミリア・
かみつえゴールパ
フォーマンス 
15:00 ～17:00
菊池市民広場

15
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

16
2歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊福館

17
すくすく講座
10:30 ～児童セ

18
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

19
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

20
おたのしみかい
10:00 ～菊公図
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

21
2013養生園祭
9:30 ～
菊池養生園
おたのしみ会
14:00 ～泗　図

22
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
～26日まで
～20:00
徴税課

23
育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
もの忘れ相談会
13:00 ～16:00
菊中公

24
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
すくすく講座
10:30 ～児童セ

25
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～ 15:30
菊中公

26
おはなしの部屋 
11:00 ～泗　図

27
きくちおはなしの
もりかい
10:30～菊公図
しすいっ子童話会の
おはなし会
11:00 ～泗　図

28
軽トラ朝市 
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町

29 30 5/1
すくすく講座
10:30 ～児童セ

5/2 5/3 5/4

5/5 5/6 5/7
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

5/8
すくすく講座
10:30 ～児童セ

5/9
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

5/10
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

5/11



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
３月 15 日、菊池女子高で
野点がありました。同校で
は毎年、２年生が１年生を
客に迎え、和室でのマナー
など学習した作法を披露し
ています。本年は早めに咲
き始めたシダレザクラの下
で野点を披露。日ごろお世
話になっている地域の皆さ
んも案内し、大勢の来場者
をもてなしました。

２月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：51,256 人 － 28
男　性：24,643 人 － 11
女　性：26,613 人 － 17
世　帯：18,426 世帯 ＋５

年齢別人口 
～ 14 歳 ： 6,720 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 30,111 人 59%
65 歳～ ： 14,425 人 28%

３ 菊池人

今坂正哉さん
４ 菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

今、心からありがとう
12 菊池市長選挙

菊池市議会議員補欠選挙
14 TOPICS

世代間交流会／菊池市女性の会初春のつどい／水源小学校音楽会／
振り込め詐欺未然防止訓練／菊池市まちづくり生涯学習フェスティ
バル／ KCG30 の皆さんに警察署から感謝状／菊池市観光大使劇団
に ゃ゙あ in 県庁／万句のふるさと菊池表彰式／元バレーボール全日
本代表朝日健太郎さんが来菊／第 23 回菊池市民駅伝大会／認知症
市民フォーラム／菊池市観光イメージソング「菊池の里」できまし
た♪／「市民広場の未来像」を提出／第 48 回菊池女子高卒業式／
隈府小剣道部頑張っています！／花房小卒業生が 100㌔駅伝に挑
戦！／軍事恩給連盟泗水支部から寄付／小学生五色百人一首かるた
大会／隈府の坂本邸で「お座敷ひなまつり」／菊池一族を学ぶ「文
化財研究会」／第７回菊池市民ソフトテニス大会／泗水中３年生が
小学生と交流／第 25 回泗水町少年剣道大会　ほか

20 エンジョイスポーツ
国民年金情報

22 健康だより
行楽シーズンの食中毒予防
未熟児養育医療の窓口が県から市に変わります／歯ッピー
キッズ

24 文芸きくち
図書だより

26 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

28 情報つう
▼お知らせ

「菊池市国民健康保険人間ドック」受付開始／ダニ媒介性疾患に注
意しましょう！／介護予防ミニ講座／国民健康保険被保険者に新
しい保険証を送付しました／はり・きゅう利用券を交付します／
平成 25 年度後期高齢者医療保険料／児童生徒の就学費用を援助し
ます／不正大麻・けし撲滅運動／菊池市病後児保育施設をご利用
の人へ／熊日菊池桜マラソン大会交通規制を行います／菊池市の
放射線量／全国大会などへの出場者に報奨金を交付します！／環
境にやさしい合併浄化槽へ転換しましょう／公共事業入札の公表
／縦覧簿の縦覧と固定資産税課税台帳の閲覧／憩いの森公園の一
部が利用できます／ウリ類栽培終了後は適切な閉め込みをお願い
します／ミツバチに対する農薬危害防止／九州電力から感電事故
防止のお願い／緑の募金にご協力をお願いします／植樹や花の植
栽を実施する団体に補助があります／春の農作業安全確認運動／
障がい者の範囲に難病などの患者が加わります／「菊池一族歴史
を巡る散策マップ」ができました！／菊池市奨学資金貸付の申請
を受け付けます。
▼募集
統計調査員を募集しています／熊本県警察官警察事務採用試験／
小学生から高校生のための夏休み海外派遣参加者募集／自衛官な
どを募集します／菊池市営住宅補充入居者を募集します！／熊大
病院ボランティア活動員募集／
▼相談・講演講習・市民の広場ほか
平成 25 年度法律無料相談日程／認知症介護家族のつどい／もの忘
れ相談会／納税相談夜間窓口を開設します／手話奉仕員養成講座
／認知症サポーター養成講座／市民の広場
▼イベント
すくすく講座開催／ 2013 養生園祭／地域開催介護セミナー in 菊
池／休日在宅当番医／ハッピーバースデー

54 年間ありがとう
菊池聖母幼稚園で最後の卒園式

　３月 15 日、菊池聖母幼稚園（村
む ら た

田加
か よ こ

代子園長）
の卒園式と閉園式が行われました。卒園式では、村
田園長が園児８人に卒園証書を授与し、「園がなく
なっても私たちの心はつながっています。一生懸命
楽しい生活を送ってください」とあいさつ。園児た
ちは、「園で過ごした一つ一つの出来事が心の宝物
です。大事に育て見守ってくれた皆さま、本当にあ
りがとうございます」と感謝の言葉を述べました。
　卒園式に引き続き閉園式が行われ、述べ 2,981
人の園児たちを送り出してきた 54 年間の歴史に幕
を下ろしました。

最後の卒園式で村田園長から卒園証書を受け取る園児

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

　今坂さんが描いている絵は、豊臣秀吉の生涯を綴った伝記「太閤記」の
紙芝居。既に数十枚の絵が完成し、机の横に立てかけられている。長年工
芸店を営んできた今坂さんは、絵もさることながら彫刻や木工も得意で、
展覧会を開催したことがあるほどの腕前の持ち主。写真左の「くまモン」
人形や部屋にある本棚のほとんどが自身の手作りで、現在はひ孫へのプレ
ゼントに回転木馬も製作中だ。元気の秘訣は「空気がおいしい山に行くこ
と」だと言う。菊池の大いなる自然と歴史が今坂さんの原動力となり、郷
土への熱い思いをたぎらせ、私たちを悠久のロマンへといざなう。

　

部
屋
中
に
び
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
た
書
物

に
囲
ま
れ
筆
を
執
る
今
坂
さ
ん
。
古
文
書
の

解
読
や
著
書
の
執
筆
な
ど
、
菊
池
の
歴
史
を

紐
解
く
郷
土
史
家
だ
。
解
読
な
ど
を
始
め
た

の
は
お
よ
そ
30
年
前
。
古
文
書
や
古
い
日
記

な
ど
を
自
宅
で
見
つ
け
た
り
近
所
か
ら
譲
り

受
け
た
り
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
坂

さ
ん
の
探
究
心
に
火
が
付
い
た
。

　
「
古
文
書
を
勉
強
し
た
い
。
先
祖
の
こ
と

を
も
っ
と
知
り
た
い
」。
そ
の
一
心
か
ら
、

独
学
で
古
文
書
の
解
読
や
古
書
の
翻
訳
を
続

け
て
き
た
。
そ
の
数
は
優
に
２
千
を
超
え
る
。

実
績
が
名
を
呼
び
、
解
読
や
翻
訳
の
依
頼
を

受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

数
々
の
解
読
を
こ
な
し
て
き
た
今
坂
さ
ん

で
も
「
解
読
は
難
し
く
、
決
し
て
楽
し
い
ば

か
り
と
は
言
え
な
い
」
と
吐
露
す
る
。
そ
れ

で
も
「
昔
の
生
活
や
文
化
、
歴
史
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
」

と
頬
を
緩
め
る
。
時
間
を
か
け
た
分
、
達
成

感
も
ひ
と
し
お
だ
。
普
段
か
ら
ペ
ン
と
本
が

手
放
せ
な
い
と
い
う
今
坂
さ
ん
は
、
自
他
共

に
認
め
る
努
力
家
で
も
あ
る
。
妻
の
ヨ
シ
子

さ
ん
は
「
こ
れ
だ
と
思
っ
た
ら
、
と
こ
と
ん

や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ん
で
す
」
と

笑
っ
て
話
す
。

　

今
坂
さ
ん
は
、
解
読
本
や
翻
訳
本
も
執
筆

し
て
き
た
。
平
成
８
年
に
出
版
し
た
「
菊
池

風
土
記
」
は
、
５
年
の
歳
月
を
か
け
執
筆
し

た
力
作
だ
。
さ
ら
に
自
ら
の
知
識
を
生
か
そ

う
と
、
平
成
10
年
に
は
菊
池
歴
史
研
究
会
に

加
入
。
現
在
も
歴
史
の
勉
強
を
続
け
て
い
る
。

「
先
人
が
残
し
た
宝
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

は
、
今
を
生
き
る
者
の
務
め
で
す
」
と
、
そ

の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

菊 池 人
郷土史家

今
い ま さ か

坂正
ま さ や

哉さん（91 歳・北原）19

未だ見ぬ歴史への探訪は
　　　　　　悠久のロマン
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迫
水
小
学
校
の
閉
校
式
は
２
月

24
日
、
同
小
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
児
童
47
人

の
ほ
か
、
保
護
者
、
卒
業
生
や
地

域
住
民
な
ど
約
２
８
０
人
が
参

加
。
22
年
間
の
歴
史
を
持
つ
学
び

舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

式
典
で
福ふ

く
む
ら村
三み

つ
お男
市
長
が
「
小

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
自
信

と
誇
り
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
成
長

を
遂
げ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。
続

い
て
松ま

つ
も
と本
拓た

く
や也
校
長
が
「
み
ん
な

が
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な

か
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
育
ま
れ
、

根
差
し
て
き
た
。
多
く
の
人
に
感

謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童

を
代
表
し
６
年
生
の
上う

え
だ田
萌ほ

の

か

乃
華

さ
ん
が
「
先
生
や
友
達
と
過
ご
し

た
日
々
は
一
生
の
宝
物
。
そ
の
宝

物
を
持
っ
て
菊
池
北
中
学
校
、
菊

池
北
小
学
校
で
も
頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

閉
式
後
、
熊
本
県
マ
ス
コ
ッ
ト

「
く
ま
モ
ン
」
が
サ
プ
ラ
イ

ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
と
、

児
童
た
ち
は
驚
き
な
が
ら
も
大
は

し
ゃ
ぎ
。
一
緒
に
ダ
ン
ス
や
記
念

撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は

閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い
、

思
い
出
を
刻
み
ま
し
た
。

Thank you for
迫水小学校

ありがとう＃１

菊池北小学校へ統合

今、心からありがとう
菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

元気いっぱいに校歌を合唱
←松本校長から福村市長に校
旗が託された
↓来場者全員で「くまモン」
と一緒に歌と踊りを楽しんだ

↑突然の「くまモン」登場に
喜ぶ児童たち
←不気味な音楽とともに黒い
布をかぶった「何か」が入場
↓黒い布を脱ぎ捨て正体を現
した「くまモン」

↑閉校記念碑の除幕式
　児童代表であいさつする上
田さん
←松本校長のあいさつ
式典で緊張した表情を浮かべ
る児童→

↑

↑
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龍
門
小
学
校
で
３
月
２
日
、
閉

校
式
が
開
催
さ
れ
、
１
３
８

年
に
及
ぶ
伝
統
に
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。式
に
は
児
童
38
人
の
ほ
か
、

保
護
者
や
卒
業
生
、
地
域
か
ら
約

３
０
０
人
が
出
席
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
福
村
市
長
が
「
新
し
い
学

校
に
１
日
で
も
早
く
慣
れ
て
、
友

達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
児
童
に
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。続

い
て
東ひ

が
し

裕ひ
ろ
の
り教
校
長
が
「
小
規

模
校
な
ら
で
は
の
教
育
が
で

き
た
。
閉
校
し
て
も
龍
門
地
区
と

龍
門
魂
は
末
永
く
続
く
」
と
涙
な

が
ら
に
式
辞
。
児
童
代
表
の
６
年

生
、
山や

ま
の野
太た

い
よ
う陽
く
ん
が
「
龍
門
小

で
学
ん
だ
こ
と
や
育
ん
だ
仲
間
と

の
絆
は
、
決
し
て
な
く
な
ら
な
い

宝
物
で
す
。
す
ば
ら
し
い
学
校
に

在
籍
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
こ
の
ほ
か
、
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
や
全
児
童
に
よ
る

音
楽
劇
な
ど
を
披
露
。
出
席
者
は

学
校
生
活
の
思
い
出
に
浸
り
な
が

ら
目
頭
を
押
さ
え
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式

が
あ
り
、
20
年
後
に
開
封
す
る
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

Thank you for
龍門小学校

ありがとう＃２

菊池北小学校へ統合

今、心からありがとう
菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

↑福村市長に校旗を託す東校
長
←会場に設置されたタイムカ
プセル受け付けポスト

↑閉校記念碑の前で記念撮影

↑閉校記念碑を見る卒業生
山野くんの児童代表あいさつ→

↓元気よく校歌を歌う児童
↑東校長から児童へ在籍証明
書の交付が行われた
音楽劇でメロディオンを披露
する児童たち→

↓在校生との会話に笑顔を見
せる卒業生

←やまびこコーラスの合唱
音楽劇では児童たちの大きな
声が会場に響き渡った→
↓東校長のあいさつ

　↓スライドショーで昔の写
真を懐かしむ参加者

↑
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Thank you for
水源小学校

ありがとう＃３

菊池北小学校へ統合

水
源
小
学
校
閉
校
式
は
、
３
月

３
日
開
催
さ
れ
、
児
童
37
人

や
卒
業
生
、
住
民
な
ど
約
３
０
０

人
が
学
び
舎
の
閉
校
を
偲
び
ま
し

た
。
式
で
は
福
村
市
長
が
「
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
児
童

へ
の
限
り
な
い
愛
情
と
献
身
的
な

協
力
を
い
た
だ
い
た
。
敬
意
を
表

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

矢や

の野
栄え

い
こ子
校
長
が
「
地
域
の
皆
さ

ん
に
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

６
年
生
の
田
村
あ
か
ね
さ
ん
が

児
童
を
代
表
し
、「
地
域
と

合
同
の
運
動
会
な
ど
は
忘
れ
ら
れ

な
い
大
切
な
思
い
出
で
す
。
閉
校

に
な
る
の
は
と
て
も
さ
み
し
い
で

す
が
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸

に
、
未
来
に
向
け
て
の
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
」
と

会
場
に
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

引
き
続
き
児
童
学
習
発
表
会
が

開
か
れ
、
児
童
た
ち
が
劇
や

歌
を
披
露
。
全
体
発
表
で
は
学
校

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
最

後
は
自
作
曲「
さ
よ
な
ら
水
源
小
」

を
全
児
童
で
合
唱
し
、
１
３
７
年

の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

今、心からありがとう
菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

↑ベランダから来場者に手を
振る児童たち
←矢野校長から福村市長へ校
旗が手渡された
学習発表で熱演する児童→
　

児童代表あいさつをする田村
さん
↓除幕式での記念撮影

←６年生とたんぽぽ学級によ
る学習発表
　花壇には色とりどりの花が
咲いていた
会場には過去から現在までのた
くさんの写真が掲示された→

↑校門に設置された手作り看板
　「かさじぞう」の演劇
←校庭で記念撮影する卒業生

↑閉校記念碑の前で記念撮影

↑

↑

↑
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Thank you for
河原小学校

ありがとう＃４

隈府小学校へ統合

河
原
小
学
校
で
３
月
２
日
、
閉

校
式
が
開
催
さ
れ
、
１
２
５

年
の
歴
史
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
始
め
に
閉
校
記
念
碑
の
除
幕

式
が
あ
り
、
保
護
者
や
卒
業
生
、

地
域
住
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参

加
。
全
児
童
34
人
に
よ
る
除
幕
を

見
守
っ
た
後
、
花
の
種
付
き
の
風

船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
福
村
市
長
が
「
河

原
小
で
培
わ
れ
た
歴
史
と
伝

統
が
、
地
域
に
受
け
継
が
れ
る
こ

と
を
祈
る
」
と
式
辞
。
池い

け
べ邊
正ま

さ
ひ
ろ裕

校
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
児
童
を

代
表
し
て
６
年
生
の
仲な

か
ま間
諒り

ょ
う
た
ろ
う

太
朗

く
ん
が
「
校
庭
に
あ
る
大
き
な
イ

チ
ョ
ウ
の
木
を
思
い
出
す
と
き
、

き
っ
と
友
達
も
同
じ
よ
う
に
思
い

出
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
み
ん

な
の
心
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
河
原
小
を
偲
ぶ
会
が

開
か
れ
、
児
童
や
保
護
者
に

よ
る
発
表
、
思
い
出
ア
ル
バ
ム
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

元
同
小
教
諭
の
光み

つ
ぼ
り堀
善よ

し
の
り教
さ
ん
が

作
詞
作
曲
し
た
「
河
原
小
学
校
閉

校
を
惜
し
む
歌
」
を
卒
業
生
と
保

護
者
が
合
唱
。
河
原
小
を
偲
ぶ
歌

声
が
会
場
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

今、心からありがとう
菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

↑記念碑の前で記念撮影
←仲間くんの児童代表あいさつ
池邊校長のあいさつ→

↓全児童による発表

↑よさこいソーランの披露
←長年にわたり学校と地域を見
守ってきたイチョウ

↓当時の写真を見ながら笑顔
を見せる卒業生

　発表では練習の成果を披露
池邊校長から福村市長へと校旗
が手渡された→
河原杢左衛門の像→

↓保護者と卒業生による「河原
小学校閉校を惜しむ歌」の合唱

↑
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投票日 ４月14日㈰ 午前７時～午後 7 時
告示日 ４月７日㈰

問い合わせ先　選挙管理委員会事務局　☎ 0968（25）7201

菊池市長選挙
菊池市議会議員補欠選挙

菊池の未来をあなたの手で皆さんの投票所はこちらです
投票所を間違えないようご注意ください。

投票所一覧表
投票区 投票所 区　　　域

第 1 勤労青少年ホーム 上町・立町・高野瀬

第 2 ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・堀切

第 3 菊池市役所庁舎 中町・下町・切明・立石・迎町・中央通・横町・正院町・栄町・北原
大琳寺・北宮

第 4 文化会館小ホール 西正観寺・東正観寺・片角・亘・築地

第 5 河原小学校体育館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・下木庭・上木庭

第 6 水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝黒仁田・木佐木・下組
塚原・長六・岩平

第 7 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・柏・鉾の甲・生味・古川・立門

第 8 龍門小学校体育館 寺小野・染土・長野・龍門１・雪野・小木・中山・鳳来・穴川

第 9 迫間支館 西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫間・戸豊水・大柿
菊池平野・茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰

第 10 西部市民センター 深川・上長田・野間口・神来・上西寺・中西寺・辻・下西寺・南古閑
北古閑・東原

第 11 花房小学校体育館 村田・下長田・大塚・上出田・下出田 ･ 植古閑・広瀬・木柑子
花房台

第 12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・下赤星・上赤星

第 13 七城老人福祉センター 山崎・上水次・下水次・岡田・流川・辺田・台・瀬戸口・居屋敷の里

第 14 七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・西郷従業員住宅・砂田西団地・羽根木
蟹穴・戸田島・七城田中・本村・加恵

第 15 七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・菰入・間所・雇用促進住宅・岩瀬
前川

第 16 リバーサイドパーク 板井・梶迫・林原・元村・新村・打越・内島・小野崎・大尺
七城松島・上橋田・下橋田

第 17 岩本公民館 小川・姫井・九の峰・楠原・岩本・岩本住宅・伊萩

第 18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・湯舟・小原

第 19 旭志小学校体育館 妻越・津留・新明団地・高永・伊坂・大迫・特養あさひが丘荘
伊坂住宅

第 20 川辺コミュニティセンター 片川瀬・尾足・川上・川下・出分・川辺南・あさひが丘

第 21 泗水総合支所
薬師・上高江・福本一・福本二・泗水社・田吹・福本団地・東原団地
村吉・富・富出分・泗水田中・竹の下・迫田団地・堂迫団地
北原団地・久米一・久米二・三万田

第 22 泗水東小学校体育館 永・永出分・富納・泗水苑・飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・南山手

第 23 泗水西小学校体育館 田島一・田島二・猪の目・岡・泗水平野・井戸方・泗水佐野・糠泉
辰頭東団地・辰頭西団地・サニーサイド・田島団地・高江・高江出分

第 24 泗水 B ＆ G 海洋センター体
育館

老人ホーム・富の原中央・富の原台・富の原東・ミライアル第 1 寮
菊池園・富の原北・菊農高寮・富の原一・富の原西・朝日団地

第 25 泗水第２体育館 桜山一・桜山二・桜山三・桜山四・桜山五・桜山六・桜山七・桜山八
桜山九・永南

投
票
日
投
票

投
票
で
き
る
人

　
４
月
６
日
調
製
の
菊
池
市
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

公
民
権
停
止
者
は
登
録
さ
れ
て
い
て
も

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

◦�

平
成
５
年
４
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

◦�

１
月
６
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
た
人
。

◦�

４
月
６
日
現
在
で
欠
格
事
項
（
公
職

選
挙
法
第
11
条
、
２
５
２
条
お
よ
び

政
治
資
金
規
正
法
第
28
条
）
に
該
当

し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以
降

（
４
月
９
日
頃
）
に
各
有
権
者
へ
郵
送

し
ま
す
。
投
票
の
際
に
該
当
す
る
投
票

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
行
事
や
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券

の
は
が
き
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
又

は
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
期
日
前
投
票
ま
た
は

不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

　
４
月
８
日
㈪
～
４
月
13
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

投
票
場
所

◦
菊
池
市
役
所
庁
舎
１
階
小
会
議
室

◦
七
城
総
合
支
所
１
階
図
書
監
査
室

◦
旭
志
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

◦
泗
水
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

対
象
者

◦�

期
日
前
投
票　
菊
池
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、本
市
で
投
票
す
る
人
。

◦�

不
在
者
投
票　
他
の
市
町
村
で
投
票

す
る
人
。
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
投
票
す
る
人
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人

◦�

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

◦�

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
状
態
の
人
。

そ
の
他

※�

選
挙
公
報
は
、
区
長
を
通
じ
て
各
戸

へ
配
布
し
ま
す
。

※�

郵
送
す
る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
開
票
速
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

任期満了に伴う菊池市長選挙および
欠員２人による菊池市議会議員補欠
選挙を行います。

※ 第 20 投票区の投票所が「尾足コミュニティセンター」から「川辺コミュニティセンター」
に変更されていますのでご注意ください。
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　市内の女子高生 30 人で構成する防犯ボランティ
ア団体・KCG30 の卒業生 12 人に、菊池警察署か
ら感謝状が贈られました。KCG30 は平成 22 年か
ら地域安全運動、キャンペーン、チラシ配りなどの
活動に参加。今回卒業するメンバーに対し警察署か
ら活動に対する感謝として贈られました。感謝状を
受け取った菊池女子高３年の松

ま つ の

野友
ゆ き

紀さんは「卒業
したら自分もしっかり交通ルールなどを守り、周り
にも勧めていきたい」と抱負を語りました。

２　
　13

突然乱入してきた「くまモン」と共演する劇団に ゃ゙あの皆さん

菊池市観光大使
劇団に ゃ゙あ in 県庁

　「心豊かな熊本を創る運動推進」県民大会が県庁
で開催され、菊池市観光大使「劇団に ゃ゙あ」の皆
さんが大会のオープニングに出演し、肥後にわかを
披露しました。内容は地域のつながりをテーマに、
悪徳商法で騙されそうになる高齢者を近所の人が助
けるという寸劇をユーモアたっぷりに熱演。ステー
ジの途中で県マスコットの「くまモン」がサプライ
ズゲストとして乱入するなどし、会場は大いに盛り
上がりを見せました。

感謝状と記念品を手に笑顔を見せる KCG30 の皆さんと感謝状
を手渡した松

ま つ や ま

山昌
ま さ あ き

紹菊池警察署長（後列右）

２　
　13

KCG3
サーティー

0の皆さんに
警察署から感謝状

1. 菊池女子高のファッションショー　2. 食生活改善推進員協議
会はヘルシーカレーを提供　3. 泗水東保育園児の演奏

ユーモアを交えながら講話する池田さん

２　
　４

チェロの響きを堪能
水源小学校音楽会

２　
　９

　菊池市文化会館で開催され、市内外から約 800
人が参加しました。大ホールでは各団体によるス
テージ発表が行われ、今回は初めて市内３高校が
ファッションショーなど特色ある出し物を披露。幼・
保育園児による元気いっぱいの出し物なども披露さ
れ、日ごろの練習の成果に会場からは惜しみない拍
手が送られました。
　講演会では、テレビ番組でおなじみの池

い け だ

田清
き よ ひ こ

彦さ
んが「がんばらない生き方」と題して講演。ユーモ

アたっぷりの話で会場をにぎわせました。会場では
行政相談コーナー、天体映写会、エコクラフト作り、
絵本の読み聞かせやふれあい動物園コーナーなど盛
りだくさんの出展があり、食生活改善推進員協議会
によるヘルシーカレーも振る舞われるなど、子ども
から大人までフェスティバルを満喫。中央公民館で
は、各種公民館講座関連の生け花や習字、さらに小・
中学生などの作品も数多く展示され、多くの人が熱
心に見学していました。

菊池市まちづくり生涯学習フェスティバル

３人のプロの音楽家による優雅な演奏に聴き入る児童たち

琴を演奏する藤川さん㊧と琴の音色に乗せて菊池一族の物語を語
る寿咲さん㊨

２　
　３

菊池市女性の会
初春のつどい開催

　「初春のつどい」が菊池市文化会館で開催され、
市民約120人が参加しました。女性が連携し親ぼく
を深め、まちづくりにつなげていこうと菊池市女性
の会（中

な か は ら

原恵
めぐみ

会長）が毎年開催しています。
　今回は、肥後の歴史物語と民話の会「語り座」代
表の寿

す さ き

咲亜
あ い

似さんが、琴奏者の藤
ふ じ か わ

川いずみさんと共
に菊池一族の物語などを熱演。会場から大きな拍手
が送られました。そのほか恒例のチャリティー募金
やお楽しみ抽選会などがありました。

銀行員と警察官が連携し、振り込め詐欺の被害者役を説得

２　
　６

声掛けで防ごう！
振り込め詐欺未然防止訓練

１ ２

３

２　
　１

ふるさとの味を忘れない
世代間交流会

　菊池市むつみ会七城支部指導の下、七城中学校２
年生 50 人を対象に、世代間交流会（ふるさとの味
実践交流会）が行われました。この行事は、食生活
の変化の中で忘れられつつある郷土料理・ふるさと
の味を継承させ、世代間の交流を図るために 30 年
以上続いているものです。参加した中学生は、慣れ
ない手つきで悪戦苦闘しながら、とじこ豆、のっぺ
い汁、白和えなどを調理。会員の皆さんとの交流を
楽しみながら、ふるさとの味を受け継いでいました。

むつみ会の会員から調理方法を学ぶ中学生

　３月で閉校を迎えた水源小学校で、チェロの響き
を味わう音楽会が開催されました。この音楽会は、
閉校を迎える子どもたちへのプレゼントとして企画
されたものです。チェロ・石

い し が き

垣博
ひ ろ し

志さん、ピアノ・
藤
ふ じ も と

本史
ふ み こ

子さん、バイオリン・矢
や の

野翔
かける

さんの３人のプ
ロの音楽家が「アベマリア」や「風の谷のナウシカ」
などを披露。演奏を聴いた子どもたちは「生の演奏
を聴けてうれしかった。チェロの音がこんなに低い
と思いませんでした」と感想を語りました。

　肥後銀行で振り込め詐欺を未然に防ぐための声掛
け訓練が行われました。被害者役に扮した菊池警察
署員が振り込め詐欺の事例を熱演。銀行員が声掛け
などで対応し、警察官が現場に駆け付け未然に防ぐ
までを演じました。窓口対応した榮

さかえ

琴
こ と み

美さんは、「行
員同士の連携と警察との連携で、未然防止に心掛け
たい」と話しました。最後に警察官が「大切なのは
声掛け。おかしいと感じたらすぐ警察に連絡してほ
しい」と呼びかけました。
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３　
　１

1. 先輩である川嶋さんの曲を合唱する卒業生たち　2. ピアノ伴
奏する川嶋さん

オリジナルソング合唱
第４８回菊池女子高卒業式

報告書を提出した協議会の皆さん。（藤原会長㊥㊨、笠
りゅう

愛
あ い い ち ろ う

一郎副
会長㊥㊧、協議会委員の坂

さ か も と

本敏
と し ま さ

正さん㊨と今
い ま む ら

村能
た か こ

子さん㊧）

２　
　27

２　
　23

市民の思いをかたちに！
「市民広場の未来像」を提出

２　
　23

くまモンも見守るモン！
認知症市民フォーラム

　菊池市泗水ホールで開催され、230 人が参加し
ました。今回は「地域でささえる」をテーマに、講
演会や認知症啓発劇などを実施。認知症介護研究・
研修仙台センターの矢

や ぶ き

吹知
と も ゆ き

之先生の講演では、認知
症のことや介護家族の思いなど、具体的な例も交え
ながら分かりやすく伝えました。
　認知症啓発劇では、地域見守り協力員として県マ
スコット「くまモン」も出演。舞台と会場が一体と
なり、温かい雰囲気のなか幕を閉じました。

菊池市営中央グラウンドをスタート・ゴールに、全６区間 13㌔
を 11 チームで競いました

　上位の結果と区間賞は次のとおりです。（敬省略）
順位 チーム名 記録
1 位 菊之池 51 分 15 秒
2 位 迫間・水迫 54 分 41 秒
3 位 花房 56 分 46 秒

区間 氏名 チーム名 記録 距離（㌔）
1 区 城　拓磨 高野瀬 8 分 28 秒 2.1
2 区 川口優臣 菊之池 8 分 17 秒 1.9
3 区 小田政樹 迫間・水迫 8 分 19 秒 2.6
4 区 福島もえ 菊之池 8 分 35 秒 1.9
5 区 田中正章 菊之池 8 分 21 秒 2.6
6 区 池田二郎 菊之池 8 分 27 秒 1.9

風になれ！市民ランナー
第23回菊池市民駅伝大会

認知症啓発劇には「くまモン」も出演

俳句の部（小学校低学年）で最優秀賞を受賞した菊之池小学校１
年の赤

あ か ほ し

星勇
は や と

斗くん

２　
　22

万句のふるさと菊池
表彰式

　第７回万句のふるさと菊池の表彰式は、七城公民
館で行われ、出席した23人の児童・生徒に表彰状
と記念品が贈られました。今回の募集には、俳句
15,815句、短歌2,778首、合計18,593と県内外
からたくさんの作品が寄せられ、30作品が最優秀
賞に選ばれました。
　応募作品の中から選ばれた200の入選作品は、
重朝公の句にちなみタイトルとなった句・歌集
「月

げっしょう

松」に掲載され、各学校などに贈られます。

1. プロデューサーを務めた矢賀部さん　2. 福村市長に歌を披露
する佐伯さん　3.「菊池の里」CD ジャケット

完成した CD を福村市長に手渡す岩永会長㊧、佐伯さん（中右）、
矢賀部さん㊨

２　
　25

　菊池市観光客誘致対策協議会（岩
い わ な が

永誠
まこと

会長）では、
市の魅力をより多くの人に知ってもらうために、観
光イメージソング「菊池の里」を制作しました。本
市出身の音楽家である矢

や か べ

賀部竜
た つ な り

成さんにプロデュー
スをお願いし、歌い手には亘在住の佐

さ え き

伯陽
よ う こ

子さんを
抜擢。市内各地域の特色を取り入れた歌詞を、しっ
とりしたメロディに乗せ歌い上げました。制作に当
たり矢賀部さんは、「菊池にある数多くの魅力をい
かに要約できるかがポイントでした。癒しや静けさ

などをイメージしました」。佐伯さんは「温泉や自
然を思いながら歌いました。歌わせていただき光栄
です」と話しました。イメージソングの活用につい
て岩永会長は「菊池市の知名度向上とイメージアッ
プにつなげるために、各種イベントや観光施設での
利用など、さまざまな機会で活用していきたい」と
述べました。作品は市ホームページでも試聴するこ
とができます。ぜひお聴きください。
問い合わせ先　商工観光課　☎ 0968（25）7223

オリジナルソングでまちを PR
菊池市観光イメージソング「菊池の里」できました♪

２１

３

　市民広場再整備協議会（藤
ふ じ は ら

原惠
け い よ う

洋会長＝九州大学）
より、市民の意見を取りまとめた市民広場再整備計
画報告書が福村市長に提出されました。この報告書
は、商工会や観光協会など各種団体の代表者や市民
からなる協議会で作成。多くの意見を反映するため
に市民ワークショップや小中高生のアンケート、観
光客からのヒアリングなどを実施。手間と時間をか
けて市民広場のあり方や未来像などを描いていま
す。今後の市民広場の再整備計画に利用されます。

　菊池女子高の卒業式で、同校出身の川
かわしま

嶋ともみさ
んが制作した曲「約束～大切な仲間たちへ～」を合
唱しました。この歌は 18 年前、川嶋さんが３年生
のときに制作した曲。同校の先生がこの曲を生徒に
披露し、曲を聴いた３年生が卒業式で歌いたいと希
望して実現しました。練習から本番までピアノ伴奏
に参加した川嶋さんは、「曲を書いたころに生まれ
た生徒たちと、母校の卒業式で一緒に歌えることは
奇跡。夢みたいです」と喜びを語りました。

２１

２　
　18

元バレーボール全日本代表
朝日健太郎さんが来菊

　元バレーボール全日本代表の朝
あ さ ひ

日健
け ん た ろ う

太郎さんによ
る記念講演が菊池南中学校の立志式でありました。
朝日さんは、オリンピックの裏話や春高バレーの思
い出などを講話。時折笑い話を交えながら、小さな
目標を一つずつクリアしていくことの大切さを熱く
語りかけました。講話が終わると運動着に着替え、
生徒たちと一緒にバレーボールでスキンシップ。生
徒からの質問コーナーでは一つ一つ真摯に答え、生
徒たちにとって思い出に残る立志式となりました。

1. 講演で生徒に熱く語る朝日さん　2. バレーボールで生徒たち
とスキンシップ　3. 生徒からの質問に丁寧に答えてくれました

１ ２

３
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花房小卒業生が100㌔駅伝に挑戦！ “念ずれば花開く”第１回勉強会 隈府小剣道部頑張っています！

全員でたすきをつなぎ、グラウンド 684 周
を６時間６分 41 秒で走り切りました

菊池市念ずれば花ひらく会の皆さん 隈府小剣道部の皆さん

　卒業記念として６年生 18 人が 100
㌔駅伝に挑戦しました。みんなで力を
合わせて困難を乗り越えていくことを
学んでほしいと保護者の提案で１年前
から計画。中

な か む ら

村多
た も ん

聞くんは挑戦中、「１
周が思ったよりきついけど、最後まで
頑張りたい」と歯を食いしばりました。

■２月 10 日

限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。

■２月７日 ■１月～２月

　故・坂
さ か む ら

村真
し ん み ん

民先生の詩を学び青少年
の健全育成を図る、菊池市念ずれば花
ひらく会（春

は る た

田勝
か つ こ

子会長）の第１回勉
強会が春田さん宅で開催されました。
熊本市の阿

あ べ

部逸
い つ こ

子さんを講師に迎え、
坂村先生の詩を学びながら、今後の取
り組みについて話し合いました。

　１月 27 日の第 14 回帯山旗親善少
年剣道大会の個人戦・団体戦で優勝。
2 月 2 日の熊本県道場連盟学年別個人
選手権では２人が優勝。２月９日の第
36 回承道館少年剣道錬成大会では見
事２連覇を達成するなど、快進撃を続
けています。

泗水中学校立志式 第７回菊池市民ソフトテニス大会 自立支援を考えるフォーラム開催

タイムカプセルを作る泗水中２年生 強風が吹くなか熱戦が繰り広げられました 厚生労働省の佐藤さんによる基調講演

　泗水中２年生が江戸時代の「元服」
に当たる立志式を行いました。集団行
動や遠歩により「気力の鍛錬」として
菊池恵楓園を訪問する計画でしたが、
途中で雨が降り中断。学校に戻ると６
年後の自分に宛てたタイムカプセルを
作成し、将来への決意を記しました。

■２月 26 日

＋プラス

■２月 24 日 ■２月 23 日

　七城テニスコートで開催され、164
人が参加しました。優勝チームは次
のとおりです。（敬称略）一般男子　
出
で ぐ ち

口・城
じょう

組、女子壮年　真
ま し ま

嶋・岩
い わ さ き

崎組
中学生男子　田

た な え

苗・野
の だ

田組（泗水中）
中学生女子　斉

さ い と う

藤・坂
さ か も と

本組（旭志中）
小学生　野

の な か

中・黒
く ろ き

木組（七城小）

　菊池市文化会館で開催され、関係者
など約 100 人が参加。厚生労働省の
佐
さ と う

藤博
ひろし

専門官による基調講演では、行
政と関係機関の連携の必要性などを講
話。熊本県からは行政報告などがあり、
シンポジウムでは自立支援について活
発な意見が交わされました。

自動車販売店組合が清掃活動 菊池一族を学ぶ「文化財研修会」 身につけよう応急手当て

隈府温泉街のごみ拾いをする組合員の皆さ
ん

菊池神社の境内で菊池一族と神社の沿革の
説明を受ける参加者の皆さん

救命蘇生法の指導に真剣に耳を傾ける菊池
女子高の皆さん

　市内の自動車販売店 6 社でつくる
菊池自動車販売店協会（長

な が お

尾隆
た か す け

輔代
表）の皆さんが、菊池市民広場周辺の
清掃ボランティアを実施しました。平
成 16 年にスタートし今回で 35 回目。
約 60 人が参加し、市民広場や温泉街、
菊池公園などのごみを拾いました。

■２月 22 日 ■２月 20 日 ■２月 19 日～ 21 日

　熊本県文化財保護協会と市教育委員
会の共催により菊池神社で開催されま
した。「菊池一族の繁栄と歴史」とい
う演題で同神社の坂

さ か も と

本杲
あきら

宮司が講演。
会員、市民や県内の歴史に関心のある
人など約 130 人が参加し、菊池一族
が歩んだ歴史などを学びました。

　菊池広域連合消防本部北消防署で応
急手当普及員講習があり、菊池女子高
３年生 13 人が参加しました。同校は
就職後の業務などに役立てるため毎年
参加。介護関係の仕事に就く越

お お い

猪真
ま ゆ

由
さんは「実際の現場でもしっかり対応
できるようになりたい」と話しました。

命を大切に「６年生を送る会」 木製すべり台楽しいな！

読み聞かせに耳を傾ける泗水東小６年生 寄贈されたすべり台で遊ぶ第２幼楽園の園
児たち

■３月５日 ■３月４日

　本の読み聞かせグループ「ワンダー
ぶんこ」による「６年生を送る会」が
泗水東小でありました。12 回目とな
る今回は「命を守る」がテーマ。オカ
リナ演奏や読み聞かせを披露し、自分
の命や友達の命を守ることなど、命の
大切さを子どもたちに訴えました。

　菊池地域木材需要拡大推進協議会
（前

ま え か わ

川收
おさむ

会長）より、菊池第２幼楽園
に木製すべり台が寄贈されました。こ
れは、小さいころから木に親しみ、森
林の大切さを感じてもらおうと贈られ
たものです。園児たちはお礼の歌を
歌った後、早速すべり台で遊びました。

隈府の坂本邸で「お座敷ひなまつり」 小学生五色百人一首かるた大会 軍事恩給連盟泗水支部から寄付

風情豊かに飾られた芦屋人形を前に笑顔を
見せる坂

さ か も と

本榮
え い こ

子さん
参加した市内の児童たち 大切に活用させていただきます

　「オープンガーデン菊池」10 周年を
記念し、隈府の坂本邸で「お座敷ひな
まつり」がありました。座敷には楼閣
と清水寺のジオラマを設置。芦屋人形
55 体のほか色鮮やかなひな人形が風
情豊かに飾られました。期間中は国内
外から観光客が訪れにぎわいました。

■２月～３月 ■２月 16 日 ■２月 14 日

　合志市総合センターヴィーブルで開
催され、２市１町７つの小学校から
59 人が参加。市内児童が優秀な成績
を収めました。橙色の部・低学年で優
勝した迫水小の赤

あ か ほ し

星宗
む ね と ら

虎くんは「迫水
小として最後の大会で優勝でき、良い
思い出になった」と笑顔を見せました。

　軍人恩給連盟泗水支部（福
ふ く し ま

嶋正
ま さ ひ ろ

廣代
表）の解散に伴い、運営に活用されて
きた会費 169,929 円が市に寄付され
ました。会員の皆さんは、戦争という
悲惨な体験の継承者として、長年にわ
たり平和の大切さを訴えてきました。
寄付ありがとうございました。

菊池北中学校「職業講和」

第２５回泗水町少年剣道大会 泗水中３年生が小学生と交流｢電話お願い手帳｣などを寄贈

仕事の内容ややりがいについて説明を聞く
菊池北中１年生

入賞した小・中学生の皆さん 泗水小の児童に絵本の読み聞かせをする泗
水中３年生

NTT グループより永
な が た

田明
あ き ひ ろ

紘副市長㊧に贈呈
されました

　菊池北中１年生を対象に職業講和が
ありました。進路学習の一環として実
施され５年目。県庁、消防署、郵便局
から３人の講師を迎え、職業に就いた
動機や仕事内容、やりがいなどを講話。
生徒に「何か熱中できることを見つけ
てほしい」とアドバイスを送りました。

■３月４日

■３月２日 ■２月 26 日■２月 26 日

　泗水武道館で行われ、泗水町内の小・
中学生約 50 人が参加しました。個人
の優勝は次のとおりです。（敬称略）
小学３年以下　志

し が き

柿虹
に じ か

花（泗水小）　
小学４年　荒

あ ら き

木礁
しょう

（同）　小学５年　
工
く ど う

藤宙
み ち た か

尊（同）　小学６年　角
つ の だ

田真
ま り ん

凛
（同）　中学生　米

よ ね も と

本涼
りょう

、濱
は ま

祥
し ょ う こ

子

　進路が決定した泗水中３年生 27 人
が泗水小を訪れ、同小の１・２年生に
絵本の読み聞かせなどを行い交流しま
した。中学生とのふれあいを楽しんだ
小学生は、「読み聞かせが上手でゲー
ムも優しく教えてくれた。また来てほ
しいです」と笑顔をみせました。

　NTT グループより ｢電話お願い手
帳｣ と ｢ふれあい速達便（ファクシミ
リ送信用紙）｣ が本市に寄贈されまし
た。耳や言葉が不自由な人の日常生活
が、便利になるようにと贈られたもの
です。福祉課と各総合支所民生課に置
いてありますのでご活用ください。
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問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211　各総合支所民生課国 民 年 金 情 報国 民 年 金 情 報

　国民年金第１号被保険者の老齢基礎年金に、さらに上乗
せできる公的な個人年金制度として「国民年金基金」があ
ります。
メリット
・加入時の掛金は60歳まで変わりません。
・経済状況に応じて途中での口数の増減もできます。
・ 掛金は全額、社会保険料控除の対象となりますので、確

定申告により税金が軽減されます。
・加入時に将来の年金額が分かります。
・ 年金は終身年金が基本ですので、一生涯受給できます。
・受け取る年金は公的年金控除の対象となります。
・ 万が一のときには、遺族一時金が支給されます。（Ｂ型

は除く）
受け取る年金月額

加入するときの年齢 １口目の
年金月額

２口目以降の
年金月額

20 歳０月から
35 歳０月まで 20,000 円 10,000 円

35 歳１月から
45 歳０月まで 15,000 円

5,000 円45 歳１月から
50 歳０月まで 10,000 円

※ １口目（終身年金）の年金月額は、Ａ型、Ｂ型ともに同
額です。

※ ２口目以降の年金月額に口数を乗じた額が１口目の年金
に加算されます。

※ 50歳１月以降に加入する人の年金額は、加入時年齢（月
単位）によって異なります。

７種類の給付の型をご自分の将来設計に合わせて
加入できます。
　老齢基礎年金は繰り上げ受給を除き 65 歳から受給開始
となりますが、国民年金基金の２口目には、60 歳から受給
できる年金が３種類あります。

加入する型 受取り期間 保証期間 遺族一時金

１口目
Ａ型 65 歳から一生涯 80 歳まで 15 年間 ○

Ｂ型 65 歳から一生涯 保証期間なし ×

２口目
以降

Ａ型 65 歳から一生涯 80 歳まで 15 年間 ○

Ｂ型 65 歳から一生涯 保証期間なし ×

Ⅰ型 65 歳～ 80 歳 80 歳まで 15 年間 ○

Ⅱ型 65 歳～ 75 歳 75 歳まで 10 年間 ○

Ⅲ型 60 歳～ 75 歳 75 歳まで 15 年間 ○

Ⅳ型 60 歳～ 70 歳 70 歳まで 10 年間 ○

Ⅴ型 60 歳～ 65 歳 65 歳まで５年間 ○

※ 50歳１月以降に加入する人は、Ⅳ型およびⅤ型には加入
できません。

※詳しくは熊本県国民年金基金までお問い合わせください。

問い合わせ先　熊本県国民年金基金
　　　　　　　☎ 096（387）2220

国民年金基金に加入して
年金を増やしませんか！

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
な
か
っ

た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得
な

ど
の
届
け
出
忘
れ
に
よ
り
、
国
民
年

金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、

将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
保
険
料
納
付
や
免
除
な
ど
の
合

計
が
25
年
（
３
０
０
月
）
未
満
の
場

合
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、
昨
年
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成

24
年
10
月
１
日
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
、

過
去
２
年
か
ら
過
去
10
年
に
延
長
さ

れ
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
10
年

以
内
に
納
め
て
い
な
か
っ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
※
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
お
持
ち
の
人
は
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
後
納
保
険
料
を
納

付
す
る
た
め
に
は
事
前
に
申
し
込
み

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
審
査

の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※�

後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間

は
、
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦�

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
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０
１
１
）
０
５
０

◦�

熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
６
１

市
民
ス
ポ
レ
ク
祭

「スポーツ推進委員の役割」

ミニバレー（50 歳以上）
健康に気を配り、来年もまた参
加できるよう頑張ります。

（竜王会）

ミニバレー（50 歳未満）
初めて参加し、たいへん楽しく
プレーすることができました。

（菊高ＭＧ）

カローリング
花房魂で接戦をものにしまし
た。ＭＶＰは山

や ま し た

下文
ふ み お

雄くんです。
（花房体育会）

ドッヂビー
体格差があって大人げないと思
いましたが、楽しめました。

（菊池南中 V
ボ ル タ ー ズ

OLTERS）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.23

　スポーツ基本法制定に伴い、昨年４月
に私たちの呼び名がスポーツ推進委員に
変更されました。制度的には体育指導委
員から移行したものですが、スポーツの
指導普及には一段と役割がレベルアップ
されました。行政と住民のパイプ役から
コーディネーターまで多様な役目が要求
され、地域スポーツ活動における位置づ
けやその役割はより高度化されていま
す。いずれにせよスポーツの指導や助言
など、これまでのような行政が実施する
行事への手伝い役ではなく、地域のスポ
ーツ団体や総合型クラブ、さらには学校、
自治会などと連係した運営や各大会の開
催にも積極的に関わることが重要になっ
てきました。従って、菊池市スポーツ推
進委員としても、市民、特に中高齢者の
健康づくり、体力づくりなどに進んで参
加してほしいのです。そして生活の質を
高め、人が元気に、まちも元気になって
ほしいのです。
　私が特に強調したいのは、菊池市の医
療費の節減を目指すのが最終的目標だと
いうことです。
　これからも委員一同役割を再認識し、
より一層技量をアップさせ、市民の健康
長寿を願い努力していきますので、皆さ
まのご協力をよろしくお願いいたしま
す。
 　　　菊池市スポーツ推進委員協議会
 　                        　会長　岩

い わ ね

根彰
あ き お

男

第
55
回
九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
大
会
に
参
加
し
て

大会会場にて

　

２
月
２
日
・
３
日
に
鹿
児
島
市
で

開
催
さ
れ
た
九
州
地
区
研
究
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
大
会
は

九
州
各
県
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

上
の
課
題
と
活
動
の
成
果
な
ど
を
研

究
協
議
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
県
か
ら
２
３
５
７
人
が
鹿
児
島

に
集
結
し
、
地
元
委
員
に
よ
る
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
会
が
ス
タ
ー

　

２
月
10
日
、
こ
の
時
期
恒
例
の
市

民
ス
ポ
レ
ク
祭
が
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
競
技
も
お
楽
し
み
抽

選
会
も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、
子
ど
も
会
か
ら

２
チ
ー
ム
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

の
小
学
生
や
、
小
学
校
で
参
加
者
を

募
っ
た
チ
ー
ム
な
ど
、
５
チ
ー
ム
の

総
当
た
り
戦
を
し
ま
し
た
。
小
学
生

の
み
・
親
子
・
中
学
生
の
チ
ー
ム
が

あ
り
、
体
力
に
勝
る
中
学
生
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技
も
総
当
た
り

戦
で
し
た
。
頭
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
時
間
を
か
け
た

試
合
が
多
く
、
道
具
が
勝
敗
を
左
右

す
る
面
も
あ
り
ま
し
た
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ロ
ー
ラ
ー
の
癖
を
見
抜
き
、
そ
れ

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
選
手
が
男
性
の
み
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、「
女
性
の
チ
ー
ム
が
あ
っ

て
も
い
い
し
、
若
い
人
に
も
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
出
て
い
ま

し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
平
均
年
齢
50
歳

以
上
と
未
満
の
２
パ
ー
ト
で
実
施
し

ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
た
り
、
珍
プ
レ
ー
に

笑
い
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今

年
は
菊
池
高
校
生
が
参
加
し
、
優
勝

を
さ
ら
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ト
し
ま
し
た
。
九
州
地
区
功
労
者
表

彰
が
あ
り
、
菊
池
市
か
ら
は
岩い

わ
ね根

彰あ
き
お男
会
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
泳
メ
ダ
リ
ス
ト
の
宮み

や
し
た下
純じ

ゅ
ん
い
ち一
さ

ん
の
「
出
会
い
に
感
謝
（
思
い
続
け

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）」
で
し
た
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メ

ダ
リ
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に
な
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ま
で
に
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会
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た

先
生
・
コ
ー
チ
、
支
え
て
く
れ
た
家

族
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
先
生

や
コ
ー
チ
が
か
け
て
く
れ
た
言
葉
、

ま
た
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
た
人
と
の
出
会
い
な
ど
、

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
講
演
で

し
た
。

　

２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
在
り
方
や

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
期
待
さ
れ
る

役
割
に
つ
い
て
、
活
動
成
果
報
告
や

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

委
員
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
助
言
な
ど

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
２

日
間
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
片か

た
や
ま山
）
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　運動会や遠足など、お弁当を作った
り、屋外で食事をする機会の多い季節
になりました。気温が高くなると食中
毒が起こりやすくなるので、食品の取
り扱いには注意が必要です。食中毒を
防ぐため、食品の衛生的な取り扱いを
心掛けましょう。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

２
月
15
日
・
22
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

福ふ
く
し
ま島
達た

つ
や也　
（
○菊　
下
出
田
）

小こ
ば
や
し林
哲て

つ
せ
い成　
（
○菊　
北
宮
）

赤あ
か
ほ
し星
皇お

う
し
ろ
う

志
郎
（
○菊　
野
間
口
）

川か
わ
ぐ
ち口
劉り

ゅ
う
き樹　
（
○菊　
龍
門
１
区
）

村む
ら
か
み上
千か

ず
さ颯　
（
○菊　
稗
方
）

菊き
く
か
わ川
乃の

あ愛　
（
○菊　
遊
蛇
口
）

上う
え
の野
ひ
な
た
（
○菊　
村
田
）

田た
む
ら村
心こ

こ
な愛　
（
○菊　
亘
）

前ま
え
だ田
花か

の
ん音　
（
○菊　
北
宮
）

高た
か
き木　
馨け

い　
（
○菊　
袈
裟
尾
）

H

ヘ
ン
シ
ャ
ル

enshall C

シ
ャ
ン
タ
ー
ル

hantal M

マ

バ

ラ

イ

abalay
H

ヘ
イ
リ
イ

aley　
　

（
○菊　
伊
倉
）

畑は
た　
美み

る瑠　
（
○菊　
鳳
来
）

栃と
ち
は
ら原
梨り

り

あ
々
愛
（
○七　
間
所
）

前ま
え
だ田
敏と

し
き樹　
（
○七　
流
川
）

宮み
や
が
わ川
颯は

や
と人　
（
○七　
下
水
次
）

藤ふ
じ
の野
愛な

る
み未　
（
○旭　
小
原
）

岩い
わ
さ
き崎
真ま

な
と翔　
（
○泗　
久
米
一
）

麻あ
そ
う生
菜な

な

み
々
実
（
○泗　
富
の
原
一
）

安や
す
た
け武　
悟さ

と
る　
（
○泗　
泗
水
佐
野
）

田た
じ
り尻
美み

ら

さ
良
咲
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

坂さ
か
も
と本
光ひ

か
る瑠　
（
○泗　
糠
泉
）

荒あ
ら
き木　
粋い

な
せ　
（
○泗　
永
）

永な
が
た田　
羚れ

い　
（
○泗　
永
出
分
）

坂さ
か
い井　
栞し

お
り　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

宮み
や
も
と本
翔し

ょ
う
た太　
（
○泗　
高
江
）

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
特
に
子
ど
も
が
磨
い
た
後
の

「
仕
上
げ
磨
き
」
が
大
切
で
す
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

行楽シーズンの
食中毒予防

健康だより

未
熟
児
養
育
医
療
の
窓
口
が

県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す

米よ
ね
か
わ川
心こ

こ
ね響　
（
○菊　
下
出
田
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
未
熟
児
養
育
医

療
の
申
請
窓
口
が
県
か
ら
市
に
変
わ

り
ま
す
。

未
熟
児
養
育
医
療
と
は　

低
体
重
な

ど
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
指
定
医

療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
に
、
医
療

の
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
出
生
時

の
体
重
が
２
千
㌘
以
下
、
ま
た
は
身

体
の
発
育
が
未
熟
の
ま
ま
出
生
し
た

子
ど
も
で
、
医
師
が
入
院
養
育
を
必

要
と
認
め
た
１
歳
未
満
の
子

給
付
内
容　

診
察
・
医
学
的
処
置
・

治
療
な
ど
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
入
院
治
療
の
み
が
対
象
）。
た
だ

し
、
健
康
保
険
法
で
対
象
と
し
て
い

る
医
療
が
給
付
範
囲
と
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
対
象
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
除
外
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康

推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上手な手洗い方法

もし食中毒になってしまったら……

　手洗いは食中毒予防にとって重要なポイントです。もう一度見直してみましょう。

①

④

②

⑤

③

⑥

　食中毒の症状は、初期症状が軽くても急激に変化することがあるため、食中毒かなと思ったら早めに病院で診ても
らいましょう。

流水で洗い、せっけんをつけてよ
く泡立てる

親指はねじるように洗う

手の甲を伸ばすように洗う

指先を立ててしわの間も洗う

手を組むように洗う

流水でよく流し、清潔なタオルで
拭く

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

そ
の
１　

食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い

① 

調
理
を
す
る
前
、
生
肉
・
魚
を
扱

う
前
後
、食
事
の
前
な
ど
は
、し
っ

か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

② 

調
理
器
具
（
ま
な
板
、包
丁
な
ど
）

は
、
使
用
前
後
に
熱
湯
消
毒
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
は
生
食
用
と

肉
・
魚
用
に
分
け
て
使
う
と
安
全

で
す
。

③ 

タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
な
ど
は
清
潔
な

も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
調
理
器
具
の
お
手
入
れ
方
法

◦ 

ふ
き
ん　

使
用
後
は
煮
沸
消
毒
を

行
い
、
定
期
的
に
塩
素
系
の
漂
白

剤
に
つ
け
て
殺
菌
し
ま
す
。

◦ 

ま
な
板　

表
面
の
傷
に
細
菌
が
入

り
込
ん
で
い
る
の
で
、
し
っ
か
り

こ
す
り
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
熱

湯
を
か
け
て
消
毒
し
、
定
期
的
に

塩
素
系
の
漂
白
剤
で
殺
菌
し
ま

し
ょ
う
。

◦ 
包
丁　

柄
の
部
分
、
刃
の
付
け
根

の
部
分
も
念
入
り
に
洗
い
ま
す
。

◦ 

ス
ポ
ン
ジ
・
た
わ
し　

よ
く
す
す

い
で
洗
剤
を
落
と
し
、
熱
湯
を
か

け
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
２　

食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

① 

肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
、
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
ま

し
ょ
う
。

② 

表
示
の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な

ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

買
い
物
時
、
生
鮮
食
品
や
冷
凍
・

冷
蔵
食
品
は
早
く
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

④ 

冷
凍
・
冷
蔵
の
必
要
な
食
品
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
凍
庫
や

冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
冷
気

の
循
環
が
悪
く
な
る
た
め
、
食
品

は
詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
目
安
は
７
割
程
度
で
す
。

⑤ 

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は

氷
点
下
15
℃
以
下
に
保
ち
ま
し
ょ

う
。
細
菌
の
多
く
は
10
℃
以
下
で

保
存
す
る
と
増
殖
が
ゆ
っ
く
り
と

な
り
、
氷
点
下
15
℃
以
下
で
は
停

止
し
ま
す
。
し
か
し
細
菌
が
死
ぬ

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫

や
冷
凍
庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

調
理
し
た
食
品
は
、
長
時
間
室
温

に
放
置
せ
ず
、
早
め
に
食
べ
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

⑦ 

時
間
が
経
ち
過
ぎ
て
い
る
と
き
や
、

ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
感
じ
た

と
き
は
口
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

そ
の
３　

食
中
毒
菌
を
や
っ
つ
け
る

① 

加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は

中
心
部
の
温
度
が
75
℃
（
２
枚
貝

な
ど
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
お
そ

れ
が
あ
る
食
品
の
場
合
は
85
℃
）

で
、
１
分
間
以
上
加
熱
す
る
こ
と

で
す
。

② 

温
め
直
し
も
中
心
部
ま
で
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
味
噌
汁
や

ス
ー
プ
な
ど
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。

③ 

電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
、
熱
の

伝
わ
り
に
く
い
も
の
は
と
き
ど
き

混
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

お
弁
当
を
作
る
場
合

① 

お
弁
当
は
必
ず
当
日
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

② 

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
良
く
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③ 

お
か
ず
な
ど
、
食
品
に
は
し
っ
か

り
熱
を
通
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て

か
ら
詰
め
ま
し
ょ
う
。

④ 

お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
場
合

① 

肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

② 

汚
染
を
防
ぐ
た
め
、「
焼
く
と
き

の
箸
」
と
「
食
べ
る
と
き
の
箸
」

は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

生
肉
は
日
の
当
た
る
場
所
に
置
か

ず
、
保
冷
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。
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万
句
の
里
俳
句
会　
2
月
句
会

白
梅
の
風
に
薄
れ
て
ゆ
く
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
美
代
子

冬
桜
見
頃
と
云
へ
ば
さ
う
か
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
出　
　
貞

在
り
し
日
の
姉
を
心
に
梅
に
佇た

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部　
輝
子

咲
き
初
め
は
い
と
小
さ
き
か
な
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
嶌　
房
子

春
立
つ
や
流
れ
の
音
も
緩ゆ

る

み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
２
月
例
会

百
年
を
生
き
夢
の
間
を
春
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

置
き
忘
れ
仕
舞
ひ
忘
れ
て
四
溫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

地
に
低
く
良
き
こ
と
あ
り
と
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

や
わ
ら
か
な
息
吹
狭
庭
を
ひ
と
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

黄
砂
降
る
蒙
古
は
幼
な
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会　
２
月
詠
草

畦
道
の
濃
き
一ひ

と
む
ら叢

や
芹
を
摘
む　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

森
深
く
杖
の
音
の
み
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

孫
育
ち
揃
っ
て
祝
ふ
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

初
め
て
の
社
会
人
よ
り
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
桜
会　
２
月
例
会

や
る
し
か
な
い　
こ
こ
で
見
せ
た
い
男
意

気　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木  

房
恵

良
か
収
穫　
己
の
天
狗
悟
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
倉  

新
米

腑
に
落
ち
ん　
同
じ
河
豚
食
て
生
き
と
ら

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻　
　
弘
喜

さ
す
が
に　
昨
日
の
今
日
は
言
い
出
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野　
清
子

腑
に
落
ち
ん　
薄
毛
も
同
じ
床
屋
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

肥
後
狂
句
水
笑
会　
２
月
例
会

差
し
押
さ
え　
あ
ん
ま
り
見
栄
ば
張
ら
す

け
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

差
し
押
さ
え　
媽
で
よ
か
な
ら
持
っ
て
行

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

試
運
転　
な
し
か
子
供
が
き
ゃ
あ
出
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

見
比
べ
て　
と
う
と
買
わ
ず
に
帰
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

見
比
べ
て　
や
っ
ぱ
良
か
と
ば
ひ
っ
買
う

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

七
城
短
歌
会　
２
月
詠
草

超
太
い
花
瓶
に
鮮
し
き
菜
の
花
に
デ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
生
気
を
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
間　
充
子

山
肌
を
え
ぐ
り
野
を
埋
め
家
並
み
埋
む
荒

神
た
け
り
し
阿
蘇
路
を
過
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
津　
凉
子

お
詣
り
す
今
日
立
春
と
な
り
し
朝
供
花
の

小
枝
に
白
梅
ひ
ら
く　
　
　
村
上　
幾
雄

春
は
も
う
来
て
る
と
囁
く
庭
の
梅
小
枝
に

こ
と
ご
と
蕾
ふ
く
ら
む　
　
松
岡
ミ
チ
エ

枯
れ
折
れ
し
冬
の
蓮
田
は
哀
れ
な
り
去
年

の
花
ど
き
見
る
影
も
な
し　
高
木　
　
精

高
齢
者
大
学　
２
月
歌
会

短う

た歌
の
友
ふ
た
方
百
歳
越
え
ら
れ
て
な
ほ

健
や
か
に
秀
歌
詠
ま
る
る　
岩
木
タ
エ
子

波
立
ち
て
浮
き
つ
沈
み
つ
水
鳥
の
風
に
押

さ
れ
て
風
に
漂
う　
　
　
　
岩
根　
博
恵

束
の
間
の
残
照
バ
ス
の
窓
ゆ
見
て
今
別
れ

来
し
病
む
夫
思
ふ　
　
　
　
山
田　
弘
子

入
れ
た
て
の
湯
呑
み
茶
碗
の
温
か
く
夕
べ

し
ば
し
を
じ
っ
と
手
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
遥
子

庭
畑
の
野
菜
を
貪
る
ひ
よ
ど
り
よ
汝
も
生

き
る
身
今
日
は
温
い
ぞ　
　
川
口　
敦
子

菊
池
短
歌
会　
３
月
詠
草

立
ち
上
る
リ
ハ
ビ
リ
重
ね
カ
レ
ン
ダ
ー
希

望
出
で
た
る
日
と
記
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田　
衣
子

腕
ま
く
り
せ
し
若
者
の
い
く
た
り
も
自
転

車
で
行
く
春
が
来
た
の
だ　
古
賀　
勝
士

馴
れ
易
き
性さ

が

も
取
り
柄
か
梅
一
枝
活
け
て

独
り
の
春し

ゅ
ん
と
う灯

と
も
す　
　
　
竹
野
美
智
代

春
風
に
さ
や
ぐ
楉

し
も
との
蔭
に
咲
く
沈
丁
甘
く

鋭
く
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
中
川　
愛
子

瞭あ
き

ら
か
に
見
ゆ
る
眼
と
な
り
し
ば
ら
く
の

残
り
世
な
ほ
も
良
き
こ
と
の
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
ち
え
子

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
県立図書館から本をたくさん
もらってさらに充実！本年度
もどんどんパワーアップ！

ホタル

「
こ
ん
と
あ
き
」

林は
や
し　
明あ

き
こ子　
著

戸崎小学校５年
濱
はまさき

﨑梨
り な こ

奈子さん

そ
う
と
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
で
、
こ
ん
は
、

あ
き
に
心
配
さ
せ
な
い
た
め
に
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
で
す
。
両
方
と
も
相
手
の
こ
と
を

思
い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　

わ
た
し
が
、
お
す
す
め
し
た
い
本
は
、

林
明
子
さ
ん
の
「
こ
ん
と
あ
き
」
と
い

う
本
で
す
。
主
人
公
の
あ
き
が
、
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
ろ
か
ら
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
て
い

る
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
「
こ
ん
」
の
手
を
直

し
て
も
ら
い
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
ま

で
、
２
人
で
行
く
お
話
で
す
。

　
と
ち
ゅ
う
で
、
こ
ん
の
体
が
列
車
の
ド

ア
に
は
さ
ま
っ
た
り
、
砂
に
う
も
れ
た
り

し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
こ

ん
は
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
言
い
な
が

ら
あ
き
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
つ
い
て
、
や
っ
と
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
た
か
ら
だ
を
な
お
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
話
を
読
ん
で
、
あ
き
は
こ
ん
を
直

耳より情報

泗水図書館
　望郷
　伊集院静の「贈る言葉」
　手紙
　清正を破った男
　最後の人・詩人高群逸枝
　清川妙の手紙ものがたり
　ぼくは、いつでもぼくだった。
　おかあさんだもの
中央公民館図書室
　面白くて眠れなくなる人体
　この君なくば
　天皇の代理人 ( エージェント ) 
　だれかさんのかばん
　どんどんはえるじぶんの歯
　プリンちゃんとおかあさん
七城公民館図書室
　陽子の一日
　にっぽん全国百年食堂
　はだしのゲンわたしの遺書
　まんげつのこどもたち
旭志公民館図書室
　どこいったん
　おうさまのおひっこし
　新種発見！こびと大研究
　海賊と呼ばれた男　上・下

湊
みなと

　かなえ　著
伊
いじゅういん

集院　静
しずか

　著
ミハイル・シーシキン　著

矢
や の

野　隆
たかし

　著
石
い し む れ

牟礼道
み ち こ

子　著
清
きよかわ

川　妙
たえ

　著
いっこく堂

どう

　著
松
まつなり

成真
ま り こ

理子　作

坂
さ か い

井建
た つ お

雄　著
葉
は む ろ

室　麟
りん

　著
赤
あ か ぎ

城　毅
つよし

　著
森
もりやま

山　京
みやこ

　作
丸
まるもり

森英
ひでふみ

史　著
なかがわちひろ　文

南
な ぎ

木佳
け い し

士　著
椎
し い な

名　誠
まこと

　著
中
なかざわ

沢啓
け い じ

治　著
軽
か る べ

部武
たけひろ

宏　著

ジョン・クラッセン　著
牡
ぼ た ん

丹靖
やすよし

佳　著
なばたとしたか　著

百
ひゃくた

田尚
な お き

樹　著

図書館Ｑ＆Ａ！
Ｑ　市外に住んでいても利用カードは作れますか？
Ａ　菊池市内に通勤・通学、または合志市・菊陽町・
大津町に住んでいる人も利用カードを作れます。
Ｑ　図書館が休館のときに本の返却はできますか？
Ａ　本を借りた図書館（室）のブックポストに返却で
きます（DVDやCDは不可）。※中央公民館が休館の
ときは、中央公民館図書室への返却はできません。

住所や氏名が変わったときは手続きをお願いします
　住所や氏名が変わったときは手続きが必要です。各図書館
（室）に現在お持ちの図書館利用カードと、新しい住所や氏名
が確認できるものをお持ちください。
　電話番号が変わったときも届け出が必要ですので、窓口へお
知らせください。市外に転出の場合で、市内に通勤・通学して
いない人は、カードは返却していただくことになります。ご協
力をよろしくお願いします。
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問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

わいふ一番館だより

写友さくら写真展　それぞれの風景
期　間　４月２日㈫～４月 21 日㈰　
　個々の視点で撮影した風景を展示し、地元菊池に残さ
れたすばらしい遺産を感じとってください。

菊池念ずれば花ひらく会
期　間　４月 23 日㈫～５月６日㈪
　子どもたちに詩人である坂村真民先生の詩を見てもら
い、夢を持たせ忍耐力を養い、子どもたちの健全育成、
明るい社会作りに貢献できればと考えています。

平成 25 年度　わいふ一番館第１回企画展
村川信彦伝　展　－菊池温泉掘削物語－
期　間　４月５日㈮～７月 28 日㈰
　昭和 29 年 10 月 30 日、念願の隈府温泉（現菊池温泉）
は 41 度の土砂と共に流れ出ました。温泉掘削という菊池
市における最大の事業を成し遂げた故、村川信彦さんの
生き様を、その生涯と共に展示します。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○34

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

外観

ピザづくり体験

　

下
長
田
の
神
社
で
あ
る
菅
原
神
社

は
、
歴
史
の
古
い
大
き
な
規
模
、
範

囲
の
神
社
で
す
。
神
殿
に
は「
天
満
宮
」

の
額
、
破
風
に
亀
、
鯉
、
欄
間
な
ど

に
龍
な
ど
の
多
く
の
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
拝
殿
の
天
井
部
に
は
天

保
、
弘
化
、
嘉
永
、
明
治
の
頃
の
絵
馬
、

破
風
に
力
神
、
欄
間
な
ど
に
神
殿
同

様
多
く
の
彫
刻
が
あ
り
、
境
内
に
は

猿
田
彦
さ
ん
の
石
碑
、
巻
天
神
、
石

灯
篭
な
ど
の
貴
重
な
石
像
物
が
あ
り

ま
す
。
大
洪
水
に
よ
り
幾
度
か
建
て

直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に

中
原
宇
左
衛
門
さ
ん
が
建
設
基
金
を

積
み
立
て
、
県
下
に
有
名
な
宮
大
工
、

甚
九
郎
さ
ん
を
棟
梁
と
し
改
築
。
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
12
月
９
日
の

神
社
祭
典
の
ほ
か
、
多
く
の
行
事
を

催
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

区
民
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

下し
も
な
が
た

長
田
菅す

が
わ
ら原
神じ

ん
じ
ゃ社
と
石せ

き
ぞ
う
ぶ
つ

像
物

御ご
い
ん
き
ょ

隠
居
天て

ん
じ
ん神
と
観か

ん
の
ん音
様さ

ま

　
地
域
人
権
教
育
指
導
員

稲い
な
だ田
京き

ょ
う
こ子

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       91

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑰

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て

～
だ
れ
に
と
っ
て
も

　
　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
～

　
近
年
、
交
通
運
輸
・
情
報
通
信
機
器

の
技
術
革
新
が
進
む
に
つ
れ
、
経
済
・

物
流
・
文
化
・
情
報
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
国
際
化
の
進
展
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
菊
池
市
は
、
特
に
韓
国
に
対
し
て
ノ

ー
ビ
ザ
運
動
を
提
唱
し
、
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）
３
月
か
ら
ノ
ー
ビ
ザ
が

実
施
さ
れ
、
韓
国
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
本
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

間
団
体
な
ど
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
諸
外
国
と
の
国
際
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数

は
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
２
月

６
日
現
在
で
２
１
８
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
共
に
菊
池
市
で
暮
ら
し
て
い
く
中

で
、
日
常
の
交
流
は
充
実
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
お
店
や
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
、
外
国
人
に
分
か
り
や
す

い
表
示
や
優
し
い
施
設
設
備
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
行
政
、
学
校
、
企

業
・
民
間
団
体
、
市
民
な
ど
が
外
国
人

の
人
権
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
と
し
て
共

に
生
き
る
開
か
れ
た
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
多
様
な
価
値

観
を
持
ち
、
多
元
的
文
化
や
多
様
性
を

容
認
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
、
本
市
に
来
て
い
る
子
ど
も
た

ち
（
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
幼
児
・
児

童
・
生
徒
）
と
共
に
歩
ん
で
い
る
先
生

方
が
お
ら
れ
ま
す
。
菊
池
市
人
権
・
同

和
教
育
推
進
協
議
会
進
路
保
障
部
会
を

は
じ
め
と
す
る
菊
池
市
内
の
学
校
の
先

生
方
が
、
年
齢
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が

日
本
語
を
豊
か
に
習
得
す
る
場
と
し
て
、

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
か
ら
菊
池
市
中

央
公
民
館
で
「
日
本
語
教
室
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
私
も
数
回
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
（
３
歳
～

16
歳
）
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
会
話
や

学
習
ド
リ
ル
、
か
る
た
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、

そ
の
子
の
日
本
語
習
得
が
深
ま
る
過
程

な
ど
、
一
人
一
人
の
特
性
・
課
題
に
応

じ
て
学
習
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
、
文

化
や
言
葉
を
楽
し
く
学
び
あ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
今
日
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
や

言
葉
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
中

学
校
の
先
生
。
教
え
た
り
、
教
え
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
語
も
覚
え
た
い
け
ど
、
ふ
る

さ
と
の
言
葉
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
ん
で
す
。
だ
っ
て
、
い
と
こ
や
友
だ

ち
と
も
ず
う
っ
と
話
し
た
い
か
ら
」
と

一
生
懸
命
漢
字
を
書
い
て
い
る
中
学
生
。

　
「
母
国
語
が
基
盤
に
あ
る
と
豊
か
に

他
の
国
の
言
語
が
習
得
で
き
、
思
考
が

広
が
り
学
力
も
伸
び
る
の
で
、
そ
の
子

に
と
っ
て
母
国
語
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
そ
の
人
の
そ
の
人
ら
し
さ
・

自
己
同
一
性
）
だ
け
で
な
く
、
も
の
す

ご
く
大
事
な
こ
と
な
ん
で
す
」
と
熱
く

語
ら
れ
る
中
学
校
の
先
生
。

　
日
常
の
日
本
語
は
話
せ
て
も
、
複
雑

な
思
い
や
気
持
ち
を
抱
え
、
悩
ん
で
い

る
子
ど
も
の
話
を
先
生
方
は
額
を
寄
せ

て
丁
寧
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
子
た
ち
が
悩
み
、
努
力
し
て
い
る
こ

と
や
気
持
ち
を
分
か
り
合
い
つ
な
が
り

た
い
と
い
う
願
い
を
、
周
り
こ
そ
受
け

止
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
将
来
の
夢
を
語
る
中
学
生
た
ち
に
対

し
て
、
今
と
将
来
を
ど
う
保
障
す
る
か
、

ま
た
、
現
在
、
本
市
に
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
外
国
籍
の
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
人
々
に
と
っ
て
、
住
み
よ
い
菊
池

市
を
ど
う
創
っ
て
い
く
か
。
文
化
、
宗

教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
を
認
め
合

い
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
学
習
機
会
と
交
流
の
場

の
充
実
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
人

権
教
育
・
啓
発
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

消費生活出前講座

「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

　
今
月
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
な
か
で
起
こ
り
う
る
さ
ま

ざ
ま
な
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
、
団
体

や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
「
消
費
生
活
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
相
談
員
や
市
職
員
が
出
向
い
て
、

映
像
を
流
し
た
り
実
体
験
を
交
え
て
の

お
話
や
説
明
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
地
区
の
老
人
会
や
女
性
の
会
、

民
生
委
員
の
学
習
会
な
ど
で
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
受
講
し
た
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
訪
問
販
売
で
商

品
を
購
入
し
た
が
、
だ
ま
さ
れ
て
い
た

か
も
…
…
」「
集
団
勧
誘
で
購
入
し
た

高
額
商
品
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
れ
ば
…
…
」
な
ど
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
あ
っ
た
相
談
を
交
え

た
お
話
に
「
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
勉
強
し
た
い
」
と
の

感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
前
に
十
分
な
知
識
が
あ
れ
ば
、
自

分
を
、
家
族
を
、
地
域
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
区
や
団
体
も

「
消
費
生
活
出
前
講
座
」
で
学
習
し
ま

せ
ん
か
。
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
悪
質
商
法
や
訪
問
販
売
の
問
題

◦
商
品
の
契
約
や
売
買
に
つ
い
て

◦
多
重
債
務
な
ど
の
借
金
問
題

◦ 

そ
の
他
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
こ
と

　
参
加
者
の
質
問
や
問
い
合
わ
せ
に
も

分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。
開
催

日
時
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
の
間
で
２
時
間
以
内
、
平
日
、
土
日

祝
日
を
問
わ
ず
実
施
し
ま
す
。

　
受
講
申
込
み
は
事
前
に
「
出
前
講
座

申
込
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
講
座
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

三人展（流木画、色鉛筆画、ボールペン画）
期　間　４月２日㈫～７日㈰
　先人たちと共に過ごした板にロマンを
感じ、懐かしい空を絵を有明海の流木に
描きました。

チェント・ミリアかみつえ展
期　間　４月９日㈫～ 29 日㈰
　世界の名車（ヒストリックカーなど）によるスタンプ
ラリーの写真を展示します。４月 20 日・21 日に開催さ
れるこのラリーは毎年行われ、国産・外国車など世界の
名車約 60 台が今年も日田市から菊池へ向けて走ってき
ます。

平成 25 年度の展示作品を募集しています！
　あなたの作品を展示してみませんか？詳しい内容は気
軽にお問い合わせください。
開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の休館日はありません。

流木画

　
平
成
12
年
に
廃
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
は
「
楽
し
い
学
び
舎
＝
楽が

っ
こ
う校
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
や
宿
泊
施
設
を
整
備
し
、
木
造

校
舎
の
教
室
は
各
種
研
修
会
や
展
示
会

な
ど
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
は
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
を
感
じ
る
「
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
米
づ

く
り
な
ど
農
業
に
関
す
る
体
験
か
ら
団

子
づ
く
り
な
ど
の
郷
土
料
理
、
竹
細
工

な
ど
楽
し
く
自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
学
校
・
職
場
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
、
ま

た
家
族
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
は
、

菊
池
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
都
市
と
農
山
村
の
交

流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
天
神
様
は
、
下
長
田
菅
原
神

社
の
勧
請
以
前
の
神
様
で
す
。

　

言
い
伝
え
で
は
「
菅
原
神
社
が
洪

水
で
壊
れ
、
神
社
を
再
建
す
る
際
、

天
神
様
を
北
宮
神
社
に
預
け
た
。
数

カ
月
後
、
預
け
た
天
神
様
が
『
下
長

田
に
帰
り
た
い
』
と
言
わ
れ
る
夢
を

当
時
の
庄
屋
が
見
て
、
早
朝
か
ら
北

宮
神
社
へ
相
談
に
出
か
け
た
。
途
中

で
北
宮
神
社
の
宮
司
と
ば
っ
た
り
会

う
と
、
宮
司
も
ま
た
、
預
か
っ
た
天

神
様
が
『
も
ど
ろ
ご
た
る
』
と
言
う

夢
を
見
て
、
庄
屋
さ
ん
に
相
談
に
向

か
う
所
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
神
社
近

く
に
祠
を
建
て
『
ご
隠
居
さ
ん
』
と

し
て
祭
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
隠
居
天
神
の
隣
に
は
観
音
様
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音
様
の
由
来

は
不
明
で
す
が
、
安
産
の
神
様
と
し

て
毎
年
４
月
に
祭
事
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

認定番号第ふるさとＨ 24-1 号
推薦者 　下長田区

認定番号第ふるさとＨ 24-2 号
推薦者 　下長田区

27 262013 April広報きくち2013 April広報きくち



ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

は
り
・
き
ゅ
う
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

平
成
25
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
新

し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
し
た

　
県
で
は
、４
月
～
５
月
に
か
け
て
、「
不

正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
麻
の
栽
培
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
全
国
で
不
正
栽
培
に

よ
り
検
挙
さ
れ
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ

　
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
け
付
け
を

始
め
ま
す
。
契
約
医
療
機
関
か
ら
１
泊
２

日
・
日
帰
り
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◦�

申
請
時
の
国
保
加
入
期
間
が
３
カ
月
以

上
の
人

◦�

受
診
時
の
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人

◦
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

受
診
期
間　
12
月
25
日
㈬
ま
で

助
成
額　

検
査
費
用
の
７
割
で
、
上
限

２
万
５
千
円

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
民
生
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
保
険
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
特
定
健

診
か
人
間
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

「
菊
池
市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
」
受
付
開
始

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

お
知
ら
せ

介護予防ミニ講座
認知症予防シリーズ⑤

～脳を使う日常生活の工夫～
　認知症の予防のためには「出来事記憶」「注意
分割機能」「計画力」という３つの機能を鍛える
ことが効果的といわれています。
★出来事記憶　「昨日の夕ご飯に○○を食べた」
というように、体験を記憶して思い出す機能です。
◦�鍛える方法　▼２日遅れの日記をつける▼家計

簿をつけるときにレシートを見ないで買った物
を思い出してみるなど

★注意分割機能　２つ以上の作業を同時に行うと
き、それぞれに注意を配りながら作業を進める機
能です。
◦ 鍛える方法　▼料理をする時に一度に数種類の

メニューを作ってみる▼時間目標などを定めて
仕事や計算をするなど

★計画力　新しいことをするときに、うまくいく
ように段取りや手順を考えて、それを実行するこ
とができる機能です。
◦ 鍛える方法　▼買い物に行くときに効率の良い

手順や道順を考える▼旅行の計画を立てる▼園
芸作業などの計画を立てるなど

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968(25)7216

　
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と
で
病
原
体
に

感
染
し
、
日
本
紅
班
熱
や
重
症
熱
性
血
小

板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
病

気
に
か
か
り
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
マ
ダ
ニ
は
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ

で
、
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
屋
外
に
生

息
し
、
日
本
で
も
全
国
的
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
日
本
紅
班
熱
や
ダ
ニ
の
仲
間

で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
幼
虫
の
吸
血
に
よ

っ
て
感
染
す
る
「
つ
つ
が
虫
病
」
が
毎
年

複
数
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る

場
合
は
、
ダ
ニ
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
券
を
使

う
と
１
回
当
た
り
千
円
の
補
助
に
な
り
、

市
の
指
定
を
受
け
た
は
り
・
き
ゅ
う
院
で

利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
券
の
交
付
を
受
け
る
際
は
、
健
康

推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

◦
対
象
者　
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

◦�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
24

年
度
に
引
き
続
き
次
の
と
お
り
で
す
。

均
等
割
額　
４
万
７
９
０
０
円

所
得
割
率　
９
・
26
％

保
険
料
額
（
年
額
）
＝
均
等
割
額

（
４
万
７
９
０
０
円
）
＋
所
得
割
額
｛（
総

所
得
金
額-

33
万
円
）×
所
得
割
率（
９・

26
％
）｝

　
所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険
（
家
族

の
社
会
保
険
な
ど
）
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
人
は
、
保
険
料
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
６
（
３
６
８
）
６
７
７
７

　
前
期
高
齢
者
（
70
～
74
歳
）
で
自
己
負

担
割
合
が
１
割
の
人
へ
、
国
民
健
康
保
険

の
新
し
い
保
険
証
を
3
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
に
留
守
な
ど
で
受
け
取
ら
れ

な
か
っ
た
保
険
証
は
、
健
康
推
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
民
生
課
で
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。
窓
口
に
て
受
け
取
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の　
▼
旧
保
険
証

ま
た
は
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
▼
印

か
ん

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課

ケシ（ソムニフェルム種） アツミゲシ（セティゲルム種）

就
学
援
助
制
度

　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
が
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
保
護
者
を
対

象
に
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援

助
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
毎
年

度
申
請
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
希
望
す

る
人
も
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　
在
籍
す
る
各
学
校
に
あ
る
申
請
書
に
記

入
し
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

◦
在
校
生
の
保
護
者　
随
時
受
け
付
け

◦
新
入
生
の
保
護
者　
４
月
30
日
㈫
ま
で

※�

認
定
の
翌
月
か
ら
が
援
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
学
務
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
１

児
童
生
徒
の
就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の
予
防
対
策

①�

森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息

す
る
場
所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど マダニ

ん
。
ま
た
、
ケ
シ
の
仲
間
は
色
鮮
や
か
で

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
人

気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は

麻
薬
の
原
料
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る

こ
と
。

②�

屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
い

な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

③�

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
際

は
、速
や
か
に
病
院
で
処
置
す
る
こ
と
。

④�

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
に
発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
病
院
で
受
診

す
る
こ
と
。

※�

マ
ダ
ニ
は
、
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る

ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家
庭
内
に
生
息
す
る

ダ
ニ
と
は
異
な
り
ま
す
。

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患

①�

日
本
紅
班
熱　

症
状
▼
発
熱
、
発
疹
、

刺
し
口
が
主
要
３
徴
候
。
倦
怠
感
、
頭

痛
を
伴
っ
て
発
症
す
る
。
治
療
法
▼
抗

菌
薬
の
投
与
。

②�

つ
つ
が
虫
病　
症
状
▼
39
℃
以
上
の
高

熱
を
伴
っ
て
発
症
し
、
皮
膚
に
は
特
徴

　
な
お
受
診
結
果
は
、承
諾
を
い
た
だ
き
、

保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課

的
な
ダ
ニ
の
刺
し
口
が
見
ら
れ
、
そ
の

後
数
日
で
体
幹
部
を
中
心
に
発
疹
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
患
者
の
多
く
が
倦
怠

感
、
頭
痛
を
伴
う
。
治
療
法
▼
抗
菌
薬

の
投
与
。

③�

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）
２
０
１
１
年
に
初
め
て
特
定
さ

れ
た
、
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す
。
症
状
▼
原

因
不
明
の
発
熱
、消
化
器
症
状
（
嘔
吐・

下
痢
な
ど
）
が
中
心
で
す
。
と
き
に
は

頭
痛
、
神
経
症
状
（
意
識
障
害
、
け
い

れ
ん
な
ど
）、呼
吸
器
症
状
（
咳
な
ど
）、

出
血
症
状
（
紫
斑
、
下
血
）
を
起
こ
し

ま
す
。
治
療
法
▼
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
な
ど
は
な
く
、
対
症
療
法
が
主
体
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
9

険
証
、
印
か
ん

※�

１
世
帯
に
対
し
年
間
40
枚
を
交
付
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
20
枚
ま
で
追
加
交

付
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

◦�

対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
完

納
者

◦�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
、
印
か
ん

※�

１
人
に
対
し
年
間
30
枚
を
交
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係　
　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課

　
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を
発

見
し
た
場
合
は
、
菊
池
保
健
所
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
運
動
の
内
容
や

大
麻
、
ケ
シ
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
保
健
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
３
５
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家 庭 

番
号 工事名 工事場所 落札者

落札額
落札率 指名

業者数
事業

担当課予定価格

1 平成 24 年度
桜山地区（４工区）舗装復旧工事 泗水町永 ㈱荒木重機

10,258,500
98.9% 13 下水道課

10,370,850

2 平成 24 年度間所新古閑線舗装工事 七城町
新古閑 ㈱緒方建設

13,755,000
99.0% 14 七城総合支所 

産業建設課13,892,550

※落札額が 1千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。公共事業入札の公表

入札 ( 開札 ) 日：２月 13 日 （税込・円）

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

と
こ
ろ　
菊
池
み
ゆ
き
保
育
園
内
専
用
施

設
「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
」（
菊
池

市
北
宮
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
３
６
０
２

対
象
児
童
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
児
童
。

▼
原
則
と
し
て
生
後
２
カ
月
か
ら
小
学
校

3
年
生
ま
で
の
児
童
▼
病
気
の
回
復
期
で

あ
り
、
か
つ
集
団
保
育
が
困
難
で
あ
る
児

童
▼
保
護
者
の
勤
務
な
ど
の
都
合
に
よ
り

家
庭
で
保
育
が
困
難
な
児
童

利
用
者　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、

対
象
児
童
を
保
育
し
て
い
る
保
護
者
。

開
設
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で
の
年

末
年
始
期
間
を
除
く
）

　
午
前
8
時
～
午
後
6
時

※�

実
施
で
き
な
い
と
判
断
し
た
日
は
開
設

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法

①
登
録
申
請
書
を
子
育
て
支
援
課
に
提
出

②�

か
か
り
つ
け
医
の
診
断
を
受
け
病
後
児

保
育
が
可
能
か
意
見
を
聴
く
。

③�

病
後
児
保
育
が
可
能
な
場
合
、
利
用
日

の
前
日
ま
で
に
菊
池
み
ゆ
き
保
育
園
に

電
話
連
絡
を
す
る
。

※�

登
録
申
請
と
利
用
の
連
絡
は
、
必
ず
保

護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
は

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料

◦
生
活
保
護
世
帯　
無
料

◦
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

菊
池
市
病
後
児
保
育
施
設
を

ご
利
用
の
人
へ

　
１
日
に
つ
き
千
円

◦
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　
１
日
に
つ
き
２
千
円

※�

利
用
時
間
が
５
時
間
未
満
の
場
合
は
半

額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
食
事
代
・
お

や
つ
代
な
ど
は
利
用
料
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の

①
登
録
申
請
時
お
よ
び
利
用
申
請
時

　

�

認
印
（
朱
肉
を
使
用
し
な
い
印
鑑
は
不

可
）、
母
子
手
帳

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

　
近
年
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
本

大
会
へ
の
参
加
者
が
多
く
な
り
、
一
部
の

区
間
に
お
い
て
交
通
規
制（
全
面
通
行
止
）

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
予
選
会
な
ど
を
経
て
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
人
に
対
し
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
国
民
体
育
大
会
や
高
等
学
校
総
合
体
育

熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会

交
通
規
制
を
行
い
ま
す

全
国
大
会
な
ど
へ
の
出
場
者
に

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
！

環
境
に
や
さ
し
い
合
併
浄
化
槽

へ
転
換
し
ま
し
ょ
う

交
通
規
制
内
容　
全
面
通
行
止

交
通
規
制
日
時　
４
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
40
分
～
午
前
11
時

交
通
規
制
区
間　
菊
池
市
民
広
場
前
～
太

田
区
（
百
把
田
バ
ス
停
付
近
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

菊池公園

菊池神社

県道
鯛生
菊池
線

通行規制区間

国道
38
7号

菊池高校

菊池女子高校

市役所

文

文

百把田
バス停

大
会
、
地
方
大
会
を
勝
ち
抜
き
県
以
上
の

代
表
で
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
人
、
ま
た

世
界
大
会
や
ア
ジ
ア
大
会
な
ど
の
大
会
に

出
場
す
る
人
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

１
万
円
か
ら
３
万
円
を
交
付
し
ま
す
。
こ

の
申
請
に
は
、
大
会
出
場
前
に
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

▼設置に伴う負担金および月々の使用料

▼工事負担区分 浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
浄
化
槽
本
体
を
市
で
設

置
し
、
市
が
浄
化
槽
本
体
の
維
持
管
理
を

し
て
い
く
事
業
で
す
。
工
事
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
浄
化
槽
本

体
を
設
置
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

◆
本
人
が
負
担
す
る
部
分

◦�

ト
イ
レ
の
水
洗
便
器
購
入
費
、
ト
イ
レ

の
改
造
費
・
水
道
工
事
費

◦�

家
屋
か
ら
浄
化
槽
ま
で
の
配
管
工
事
費

お
よ
び
浄
化
槽
か
ら
放
流
先
ま
で
の
配

管
（
菊
池
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
）

◦�

浄
化
槽
設
置
場
所
に
お
け
る
支
障
物
除

去
費

◦
駐
車
場
な
ど
に
係
る
工
事
費

◆�

放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

設
置
で
き
ま
せ
ん

◆�

着
工
は
、
入
札
な
ど
の
事
務
処
理
の
た

め
原
則
と
し
て
申
請
書
受
け
付
け
か
ら

１
カ
月
半
以
降
と
な
り
ま
す

浄化槽の規模

５人槽 ７人槽 10人槽

延べ床面積
浴室および台所
が２カ所以上

130㎡以下 130㎡超

負担金（一回払い） 88,000 円 102,000 円 129,000 円

使用料（月々） 4,920 円 5,810 円 7,160 円

浄
化
槽
は
「
生
き
物
」
で
す

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
す
か
ら
、
微

生
物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う

に
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
浄

化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
保
守
点
検
・
清

掃
・
法
定
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、

次
第
に
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
放
流

水
の
水
質
が
悪
化
し
た
り
悪
臭
が
発
生
し

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
人
で
浄

化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、
適
正
な
維

持
管
理
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
が
設
置
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

従
来
は
一
般
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が

１
３
０
㎡
を
超
え
る
と
７
人
槽
で
し
た

が
、
面
積
基
準
の
緩
和
に
よ
り
一
定
の
条

件
内
で
あ
れ
ば
、
延
べ
床
面
積
が
２
０
０

㎡
ま
で
５
人
槽
の
浄
化
槽
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
面
積
基
準

◦
５
人
槽　
１
３
０
㎡
以
下

◦
７
人
槽　
１
３
０
㎡
を
超
え
る

緩
和
適
用
後

◦
５
人
槽　
２
０
０
㎡
以
下

◦
７
人
槽　
２
０
０
㎡
を
超
え
る

※�

緩
和
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
台
所
・

浴
室
の
数
、
使
用
水
量
、
将
来
の
使
用

人
数
見
込
み
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
緩
和
の
適
用
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
下
水
道
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
４

家庭

台所 風呂 トイレ

合併処理
浄化槽

市が設置管理
一部本人負担

本人が設置・管理 本人が設置・管理

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行ってい
ます。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測
定していた結果の範囲内であることから、日常生活
に全く影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
本庁舎 ３月５日㈫ 晴れ 0.027

旭志総合支所 ３月 12日㈫ 晴れ 0.024
七城総合支所 ２月 19日㈫ 雨 0.025
泗水総合支所 ２月 26日㈫ 曇り 0.024

※�震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定
結果（平成 17年４月～平成 22年３月）の範囲（0.021
～ 0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環境科学
研究所（宇土市）

２月 19日㈫ 雨 0.034
２月 26日㈫ 曇り 0.029
３月５日㈫ 晴れ 0.028
３月 12日㈫ 晴れ 0.029

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou5.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.mext.go.jp/map/ja/area.html
問い合わせ先　環境課環境政策係　☎0968(25)7217
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納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
税
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
情
報
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
25
年
度
菊
池
市
縦
覧
帳
簿
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人　
▼
土
地
又

は
家
屋
の
納
税
義
務
者
▼
納
税
義
務
者
と

同
じ
世
帯
の
親
族
▼
納
税
管
理
人
▼
代
理

人
（
要
委
任
状
）

※�

土
地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
義
務
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
義
務
者
は
両
方
の
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
が
で
き
ま
す
。

※�

免
税
点
未
満
の
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
な

ど
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な
ど
は
、

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
に
な
る
た
め
、
関
係
者
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
、
市
長
が
そ
の
価
格
を
決
定
し
、
こ

の
価
格
を
基
に
課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
し
た
価
格
や

課
税
標
準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人　
▼
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
▼
納
税
義
務
者
と
同
じ
世
帯
の
親

　

平
成
24
年
度
の
市
内
の
募
金
総
額
は

１
３
６
万
３
３
０
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
の
趣
旨　
緑
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
、
美
し
い
景
観
や
自
然
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
と
と
も
に
、
清
ら
か
な
水
を
安

定
的
に
供
給
し
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
る
な
ど
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な
ど
、

多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
か
な
緑
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守

り
育
て
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
森
林
の
整

備
や
緑
化
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。「
み
な
さ
ま
の
共
有
財
産
で

あ
る
豊
か
な
緑
」
を
守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間　
５
月
31
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
（
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

　
菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
市

内
の
緑
化
事
業
（
植
樹
や
花
の
植
栽
）
を

実
施
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
農
繁
期
で
あ
る
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の

３
カ
月
間
、
全
国
で
春
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、
草
刈
り

機
の
刃
へ
の
接
触
な
ど
に
よ
り
、
県
内
で

は
平
成
23
年
中
に
９
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の

で
、
特
に
次
の
点
に
気
を
付
け
て
農
作
業

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操
作
方
法

を
身
に
つ
け
る
▼
作
業
に
適
し
た
作
業
服

や
防
護
具
を
着
用
す
る
▼
足
場
が
滑
る
、

　
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
総
合
支
援

法
で
は
、
障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
な
ど

の
患
者
が
加
わ
り
ま
す
。
身
体
障
害
者
手

帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
対
象
者

は
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　
難
病
な
ど
の
対
象
疾
患
に
よ
る

障
が
い
が
あ
る
人

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容　
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
、

地
域
生
活
支
援
事
業
、
障
が
い
児
通
所
支

援
な
ど

申
請
方
法　
対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
証
明
書
（
診
断
書
や
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど
）
と
印
か
ん
を

お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
民
生
課
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
障
が
い
程
度
区
分
の
認
定

や
支
給
認
定
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
必

　
泗
水
町
富
の
原
地
区
に
建
設
中
の
憩
い

の
森
公
園
の
一
部
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
利
用
で
き
る
の
は
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設

で
す
。
芝
生
広
場
は
６
月
か
ら
の
利
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
育
み
の
園
」
利
用
者
募
集
中
！

　
約
４
０
０
㎡
あ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
の

敷
地
で
、
園
芸
教
室
や
家
庭
菜
園
、
グ
ル

ー
プ
菜
園
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

し
た
い
人
や
気
に
な
る
人
は
、
都
市
整
備

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ

　
ウ
リ
類
で
害
虫
（
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ア

ザ
ミ
ウ
マ
類
）
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
閉
め

込
み
で
害
虫
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
時
の
注
意
点　
施
設
内
の
全
て
の
株

の
収
穫
が
終
わ
る
ま
で
は
株
を
引
き
抜
い

た
り
切
断
し
た
り
せ
ず
、
残
っ
た
株
に
害

虫
を
と
ど
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
収
穫

し
た
株
か
ら
順
に
作
物
を
枯
ら
す
と
、
害

虫
の
居
場
所
が
な
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
保

毒
虫
も
野
外
に
飛
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。

閉
め
込
み
手
順

①
高
温
に
弱
い
機
械
や
資
材
を
保
護

②
被
覆
資
材
の
隙
間
を
無
く
す

③
ハ
ウ
ス
内
の
除
草
（
除
草
剤
散
布
）

④�

収
穫
終
了
し
た
株
の
抜
き
取
り
も
し
く

は
株
元
を
切
断
す
る

⑤�

植
物
が
枯
れ
て
か
ら
晴
天
日
に
植
物
の

縦
覧
簿
の
縦
覧
と
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
閲
覧

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

植
樹
や
花
の
植
栽
を
実
施
す
る

団
体
に
補
助
が
あ
り
ま
す

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
な
ど

の
患
者
が
加
わ
り
ま
す

憩
い
の
森
公
園
の
一
部
が

利
用
で
き
ま
す

ウ
リ
類
栽
培
終
了
後
は
適
切
な

閉
め
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

族
▼
納
税
管
理
人
▼
代
理
人（
要
委
任
状
）

▼
土
地
ま
た
は
家
屋
の
賃
借
人
▼
賦
課
期

日
以
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人

縦
覧
・
閲
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

縦
覧
・
閲
覧
の
と
き
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
本
人
確
認
用

の
免
許
証
、
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
す
る
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

期
間
中
の
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
課

税
台
帳
の
写
し
が
必
要
な
場
合
は
有
料

と
な
り
ま
す
（
１
件
３
０
０
円
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
７

　
各
総
合
支
所
民
生
課
市
民
税
務
係

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

水
分
が
無
い
状
態
で
４
～
９
月
は
１
週

間
以
上
密
閉
す
る

⑥
資
材
（
マ
ル
チ
や
支
柱
）
の
片
付
け

⑦
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
き
こ
む

※�

閉
め
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
農
薬

を
散
布
し
た
後
、
株
を
抜
き
取
る
な
ど

し
て
速
や
か
に
枯
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
２
０
５

　
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
で
は
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画

な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
い
、
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止

補
助
対
象
団
体　

市
内
の
各
行
政
区
や

小・中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
。

補
助
対
象
経
費

　

植
樹
や
花
の
植
栽
時
の
苗
木
、
花
苗
、

種
子
お
よ
び
堆
肥
代
（
原
材
料
費
の
み
）。

補
助
金
限
度
額　
１
団
体
当
た
り
、
花
の

植
栽
は
上
限
２
万
円
、
木
の
植
樹
は
上
限

３
万
円
。
た
だ
し
他
の
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
事
業
は
対
象
外
。

受
付
期
限　
11
月
29
日
㈮

※�

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
緑
の
募
金
事
業
の

交
付
金
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
補

助
額
は
申
請
数
に
よ
り
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
（
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

路
肩
が
見
え
に
く
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場

合
は
、
無
理
に
運
転
作
業
を
し
な
い
▼
運

転
操
作
は
余
裕
を
も
っ
て
確
実
に
行
う
▼

機
械
の
点
検
・
整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
て
か
ら
行
う
▼
機
械
の
日
常
点
検
・

定
期
点
検
に
努
め
る
▼
一
人
で
作
業
を
す

る
場
合
は
ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
家

族
に
知
ら
せ
て
お
く
▼
過
労
運
転
・
酒
気

帯
び
運
転
を
し
な
い

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
２
７
３

要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

「
菊
池
一
族
歴
史
を
巡
る
散
策

マ
ッ
プ
」
が
で
き
ま
し
た
！

　
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で

の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電

線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

　
☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
２�

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　
県
が
進
め
る
「
幸
せ
実
感
く
ま
も
と
４

カ
年
戦
略
」
の
主
要
項
目
の
一
つ
で
あ
る

「
く
ま
も
と
の
歴
史
・
文
化
の
磨
き
上
げ
、

継
承
」
の
一
環
と
し
て
、
菊
池
地
域
振
興

局
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
菊
池
一
族
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
散
策
モ
デ
ル
ル
ー
ト

（
３・５
㌔
と
10
㌔
の
２
コ
ー
ス
）
が
掲
載

し
て
あ
り
、
気
軽
な
散
歩
や
健
康
づ
く
り

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
菊
池
一

族
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
度
、
物
産
館
や
道
の
駅
な
ど
主
要
施

設
に
置
か
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
２
１
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

募
集

統
計
調
査
員
の
役
割

　
各
種
行
政
施
策
の
立
案
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
国
勢

調
査
」
な
ど
の
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
統
計
調
査
員
は
、
各
種
統
計
調
査
で

調
査
区
の
確
認
や
地
図
の
作
成
、
調
査
票

の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。
調
査

方
法
は
統
計
調
査
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
登
録
制
度

　
統
計
調
査
員
確
保
の
円
滑
化
・
効
率
化

を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
統
計
調
査
員
と
し
て
継
続
的

に
協
力
で
き
る
意
志
の
あ
る
人
を
登
録
し

ま
す
。
各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
と

き
は
優
先
的
に
選
任
し
ま
す
。

登
録
条
件　
統
計
調
査
員
登
録
の
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◦
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人
。

◦�

責
任
を
持
っ
て
調
査
員
事
務
が
で
き
、

調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
な
ど
に
出

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
菊
池
分
駐
所

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
２
７
７
２　

統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
！

受
付
期
限　
４
月
30
日
㈫

※
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
受
付
期
間
外
で
も
受
け
付
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
教
育
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

◦�

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
そ
の
子

◦�

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各
種
専
修

学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

◦
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

◦�

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学
金
の

支
給
ま
た
は
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
人

提
出
書
類　

▼
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

（
申
請
書
は
学
校
教
育
課
お
よ
び
各
分
室

教
育
課
に
あ
り
ま
す
）
▼
住
民
票
（
世
帯

全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
▼
世
帯

全
員
の
所
得
証
明
書
（
６
月
１
日
以
降
に

税
務
課
に
て
取
得
し
て
く
だ
さ
い
）
◦
在

学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

◦
公
立
高
校（
高
専
含
む
）　
１
万
８
千
円

◦
私
立
高
校　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

◦
公
立
専
門（
専
修
）学
校　
４
万
４
千
円

◦
私
立
専
門（
専
修
）学
校　
５
万
３
千
円

◦
国
公
立（
短
期
）大
学　
　
４
万
４
千
円

◦
私
立（
短
期
）大
学　
　
　
５
万
３
千
円

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

奨
学
資
金
の
返
還　
卒
業
後
、
10
年
以
内

で
返
還
し
て
く
だ
さ
い
（
無
利
子
）。
な

お
進
学
す
る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返
還
を

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
猶
予
申
請

書
の
提
出
が
必
要
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
０

　
各
分
室
教
育
課
（
各
総
合
支
所
内
）

席
で
き
る
人
。

◦�

調
査
活
動
に
熱
意
を
持
っ
て
従
事
で
き

る
人
。

◦�

調
査
を
最
後
ま
で
貫
徹
で
き
る
健
康
や

体
力
に
自
信
が
あ
る
人
。

◦�

調
査
上
知
り
得
た
情
報
の
秘
密
保
持
に

責
任
を
持
て
る
人
。

◦�

税
務
や
警
察
事
務
に
従
事
し
て
い
な

い
、
報
道
関
係
で
な
い
、
興
信
所
な
ど

に
勤
務
し
て
い
な
い
、
選
挙
運
動
に
直

接
関
わ
っ
て
い
な
い
人
。

そ
の
他

◦�

登
録
調
査
員
が
各
種
統
計
調
査
の
調
査

員
に
任
命
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
期
間
は

非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◦�

調
査
活
動
に
応
じ
調
査
員
報
酬
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　
企
画
振
興
課
に
申
込
用
紙
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
連
絡
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
調
査
の
内

容
や
統
計
調
査
員
登
録
制
度
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
９

募集
種目 資格 受付期間 試験期日

幹
部
候
補
生

一般

22 歳以上 26 歳未満の者（20
歳以上 22 歳未満の者は大卒

（見込含）、修士課程終了者な
ど（見込含）は 28 歳未満）

～４月 26 日㈮

１次　５月 11 日㈯ 12 日㈰
２次　６月 11 日㈫
　　　　～ 14 日㈮
３次　海：７月８日㈪
　　　　　～ 12 日㈮
　　　空：７月 20 日㈯
　　　　　～８月８日㈭

修士課程修了者等（見込含）
で 20 歳以上 28 歳未満の者

歯科
薬剤

専門の大卒（見込含）20 歳
以上 30 歳未満の者（薬剤は
20 歳以上 28 歳未満の者）

１次　５月 11 日㈯
２次　６月 11 日㈫
　　　　～ 14 日㈮

医科
歯科
幹部

医師・歯科医師の免許取得者
①～４月 26 日㈮
② 10 月１日㈫
　　～ 18 日㈮

①５月 17 日㈮
② 11 月８日㈮

※ 詳 し く は 自 衛 官 募 集 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/）をご覧いただくかお問い合わせください。

願
書
配
布　
４
月
下
旬

受
付
期
間　
５
月
上
旬
か
ら
下
旬

１
次
試
験
日　
７
月
予
定

受
験
資
格

◦�

警
察
官　
32
歳
ま
で
の
者
（
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）

熊
本
県
警
察
官

警
察
事
務
採
用
試
験

◦�

警
察
事
務　
22
歳
か
ら
29
歳
の
者
（
昭

和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
者
）

※�

警
察
官･

警
察
事
務
は
大
学
卒
業
ま
た

は
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
警
察
署
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
１
１
０

　
体
験
を
と
お
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
安
心
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日　
程　
７
月
25
日
㈭
～
８
月
13
日
㈫
の

う
ち
８
～
18
日
間
（
事
業
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）

対　
象��

小
３
～
高
３
（
事
業
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

参
加
費

　
22
万
８
千
円
～
57
万
８
千
円
程
度

申
込
期
限��

６
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪
（
事

業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
財
団
法
人
国
際
青
年
研
修
協
会

　
☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

地
ご
と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、

空
き
部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
必
着
（
期
日
厳
守
）
※
土
・
日
を
除
く

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
市
営
住
宅

■
単
身
者
・
小
世
帯　
▼
菊
池
地
区　
葉

山
（
平
屋
）、
音
町
、
北
宮
（
平
屋
）
▼

七
城
地
区　
砂
田
（
平
屋
）、砂
田
西
（
平

屋
）
▼
旭
志
地
区　
高
柳
（
２
Ｄ
Ｋ
）

■
一
般
世
帯　

▼
菊
池
地
区　

袈
裟
尾

（
3
L
D
K
）・
袈
裟
尾
（
2
L
D
K
）・

葉
山
（
2
階
建
・
3
階
建
）・
北
宮
（
2

階
建
）
音
光
寺
・
渕
園
・
中
町
▼
七
城
地

区　

砂
田
（
2
階
建
）・
蛇
塚
・
元
村
・

林
原
・
林
原
第
2
・
流
川
・
砂
田
西
（
2

階
建
）
▼
旭
志
地
区　
あ
さ
ひ
が
丘
・
高

柳
（
3
D
K
）・
岩
本
・
新
明
▼
泗
水
地

区　
朝
日
西
・
福
本
・
田
島
・
迫
田

申
込
資
格　
次
の
①
～
⑤
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
。

①�

持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
。

②�

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど

も
含
み
ま
す
）。

※�

単
身
入
居
の
場
合
の
特
例　
昭
和
31
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。
こ
の

他
に
も
条
件
に
よ
っ
て
は
入
居
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

③�

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
。

※�

世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
合
計
月
額
所
得

が
15
万
８
千
円
以
下
と
21
万
４
千
円
以

下
に
分
か
れ
ま
す
。

◦
月
額
所
得
の
計
算
方
法

　

�（
世
帯
全
員
の
所
得
額�

－�
控
除
額
の

合
計
）
÷��

12
カ
月

◦�

控
除
合
計
額
の
計
算　
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤�

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類　

◦
平
成
25
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

◦
住
宅
状
況
申
告
書

◦�

住
民
票
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記

載
さ
れ
続
柄
が
分
か
る
も
の
）

◦�

平
成
25
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載

事
項
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同
居
予
定

者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。
６
月

１
日
以
降
の
発
行
書
類
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
明
書
は

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の

市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
書
類
で
す
。
市

町
村
で
発
行
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

◦�

未
納
が
な
い
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同

居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

◦�
そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証
明
書
、
障
害

者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

申
込
方
法　

必
要
書
類
な
ど
完
備
の
う

え
、
都
市
整
備
課
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
産
業
建
設
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
は
簡
易
書
留
郵
便
で
受
付
期

間
内
必
着
と
し
ま
す
。

※�

申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
24
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み

を
し
て
い
る
人
も
、
新
た
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

抽
選
会　
７
月
７
日
㈰
予
定

※�

申
込
者
に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

控除の内容 控除額
同居者・控除対象配偶者・

扶養親族
１人

38 万円

特定扶養親族 １人
25 万円

老人扶養親族・
老人控除対象配偶者

１人
10 万円

寡婦・寡夫 27 万円

障がい者 １人
27 万円

特別障がい者 １人
40 万円

　
現
在
、
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
希
望
の
団

　
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
患

者
が
安
心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内　
容　
受
診
手
続
き
の
手
伝
い
、
院
内

ガ
イ
ド
、
患
者
の
介
助
な
ど

時
間
帯

　
㈪
～
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
活
動
内
容
や
時
間
帯
は
応
相
談
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
大
学
医
学
部
附
属

病
院
医
事
ユ
ニ
ッ
ト　
岩い

わ
た田

　
☎
０
９
６
（
３
７
３
）
５
９
７
２

熊
大
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
募
集
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と　
き　
４
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し

い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　
き　
４
月
25
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
本
年
度
も
「
法
律
無
料
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。
相
続
や
債
務
問
題
な
ど
で
お
困

り
の
人
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
１

人
30
分
間
で
６
人
ま
で
の
予
約
制
で
す
。

総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
行
政
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
な
ど

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

法
律
無
料
相
談
日
程

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
、「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

　
専
門
の
医
師
、
専
門
の
職
員
に
よ
る
相

談
会
で
す
。
ご
家
族
だ
け
で
も
結
構
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

開催日 弁護士 行政相談 開催場所
４月 18 日㈭ ○ ○ 菊池市中央公民館
４月 24 日㈬ ○ ─ 泗水総合支所
５月９日㈭ ○ ○ 菊池市中央公民館
５月 22 日㈬ ○ ○ 七城多目的研修センター
６月 12 日㈬ ○ ○ 旭志公民館
６月 26 日㈬ ○ ─ 泗水総合支所
７月 10 日㈬ ○ ○ 七城多目的研修センター
７月 25 日㈭ ○ ○ 菊池市中央公民館
８月７日㈬ ○ ○ 七城多目的研修センター
８月 21 日㈬ ○ ○ 旭志公民館

相
談
時
間　

◦
弁
護
士　
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
行
政
相
談　
午
前
10
時
～
正
午

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
１
１
１

　
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

と
き
・
と
こ
ろ　
左
表
の
と
お
り

は
無
料
で
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
23
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
手
話
奉
仕
員
が
増
え
る
こ
と
は
、
聴
覚

に
障
が
い
が
あ
る
人
の
社
会
参
加
促
進
に

つ
な
が
り
ま
す
。参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
入
門
課
程
（
15
日
程
度
）
と
基

礎
課
程
（
25
日
程
度
）
か
ら
な
り
ま
す
。

◦
入
門
課
程　
４
月
24
日
㈬
～

◦
基
礎
課
程　
９
月
11
日
㈬
～

　
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ

　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

講
演
・
講
習

受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
持
ち
、
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
人
。

受
講
料　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
で
約
６
千
円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
会
場
で
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

基
礎
課
程
受
講
者
は
、
入
門
課
程
を
履

修
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８
７

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
４
月
16
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
小
研
修
室

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

家
庭
倫
理
講
演
会

～
テ
ー
マ
「
お
か
あ
さ
ん
」
～

　
誰
も
が
持
っ
て
い
る
心
の
故
郷
・
原
風

景
・
原
点
、
中
で
も
懐
か
し
き
「
お
か
あ

さ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
自
分
自
身
の
原
点
を

省
み
る
機
会
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
せ
な
ご
家
庭
が
増
え
、
よ
り
良
い
社

会
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
開
場　
午
後
１
時

　
開
会　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

入
場
料　
千
円(

当
日
券
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
先　
倫
理
研
究
所　
家
庭
倫

理
の
会
熊
本
城
北

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
３
９
０
２

菊
池
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
募
集

　
当
協
会
で
は
、
菊
池
市
民
の
健
康
で
明

る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
め
る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　
満
18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住

す
る
人（
性
別
は
問
わ
ず
初
心
者
大
歓
迎
）

募
集
期
間　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

競
技
内
容　
毎
月
１
回
月
例
大
会
を
開
催

競
技
会
場　
南
阿
蘇
長
陽
・
久
木
野
・
一

心
行
公
園
や
う
ぶ
や
ま
の
各
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
輪
番

年
会
費　
１
人　
１
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先��

菊
池
市
パ
ー
ク

第
57
回
菊
池
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
５
月
６
日
㈪
㈷

と
こ
ろ　
菊
池
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

イ
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
ダ
ブ
ル
リ
ペ

ア
方
式（
ハ
ン
デ
ィ
は
最
高
36
打
ち
切
り
）

定　
員　
先
着
２
３
０
人

参
加
費　
　
１
万
８
０
０
円

　
メ
ン
バ
ー　
６
５
０
０
円

※�

１
ラ
ウ
ン
ド
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
参
加
料
、

お
食
事
、
消
費
税
が
含
ま
れ
ま
す
。

表　

彰　

ネ
ッ
ト
の
部
、
グ
ロ
ス
の
部
、

飛
び
賞
、
ニ
ア
ピ
ン
、
ド
ラ
コ
ン
賞
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
予
約
係

　
☎
０
９
６
８
（
27
）
１
１
２
１

老
人
ク
ラ
ブ
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

　
市
老
連
菊
池
支
部
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
保
持
の

た
め
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。

　
ダ
ン
ス
は
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
あ
な
た
も
健
康
づ
く
り
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？
（
特
に
男
性
歓
迎
）

と　
き��

毎
週
金
曜
日

��

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
４
月
12
日
㈮
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

年
会
費　
４
千
円

問
い
合
わ
せ
先　
中な

か
し
ま島

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
２
１
３

市 民 の 広 場

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局　
越お

お
い猪
公こ

う
せ
い生

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
４
９
７
０

健
康
マ
ラ
ソ
ン
い
か
が
で
す
か

七
城
走
ろ
う
会

　
ゆ
っ
く
り
走
る
有
酸
素
運
動
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
は
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
の
に
最
適

な
運
動
で
す
。
長
時
間
ゆ
っ
く
り
走
れ
ば

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

七
城
走
ろ
う
会
は
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
・
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
や
菊

池
市
・
山
鹿
市
な
ど
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
い
っ
し
ょ

に
走
り
ま
せ
ん
か
。
七
城
町
以
外
の
人
々

の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

現
会
員
21
人
（
男
16
人�

女
５
人
）

問
い
合
わ
せ
先　
井い

と
う藤
和か

ず
と
し俊

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
１
９

菊
池
市
合
同
絵
画
展

　
菊
池
市
文
化
協
会
の
菊
池
、
七
城
、
泗

水
、
旭
志
各
支
部
の
絵
画
グ
ル
ー
プ
が
一

堂
に
集
ま
り
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
ご
助
言
、
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

と　
き　
４
月
９
日
㈫
～
14
日
㈰

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館
１
階

　
熊
本
市
千
葉
城
町
２
番
18
号

　
☎
０
９
６
（
３
５
１
）
８
４
１
１

展
示
内
容　
油
絵
・
日
本
画
・
水
彩
画

問
い
合
わ
せ
先　
中な

か
つ津
賢け

ん
ご吾

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
２
８
３

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

太
極
拳
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ

　
生
き
生
き
と
輝
く
心
と
体
を
目
指
し
太

極
拳
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

と　
き　
４
月
16
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料
。た
だ
し
施
設
使
用
料（
無

料
～
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
佐さ

さ

き
々
木

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
６
９
６

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

　
弓
道
と
共
に
成
長
を
続
け
る
豊
か
な
人

生
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

期　
間　
４
月
16
日
㈫
～
６
月
11
日
㈫

　
㈫
㈭
㈯
の
午
後
７
時
～
９
時
※
全
25
回

と
こ
ろ　
菊
池
市
営
弓
道
場

参
加
資
格

　
20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
一
般
男
女

参
加
費　
　
４
５
０
０
円

申
込
期
限　
４
月
10
日
㈬

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
市
営
弓
道
場
内　
迫

は
ざ
ま

　
☎
０
９
０
（
３
３
２
９
）
２
１
３
４

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　
一
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
タ
イ
ト
ル
を
含

め
て
16
文
字
×
18
行
ま
で
掲
載
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

　
メ
ー
ル

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp
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と　
き��

４
月
21
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ��

菊
池
養
生
園

公
開
講
演
会　
午
前
10
時
～　
参
加
無
料

　
演
題　

�「
自
己
治
癒
力
を
活
か
す
生
き

方
」

　
講
師　

�

岡お
か
も
と本
裕ゆ

た
かさ
ん
（
医
学
博
士
・
e

－

ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

そ
の
他
の
催
し
物　
養
生
市
、
健
康
展
、

２
０
１
３
養
生
園
祭

イ
ベ
ン
ト

地
域
開
催

介
護
セ
ミ
ナ
ー
in
菊
池

と　
き　
５
月
22
日
㈬

　
受
付　
午
後
１
時
～

　
講
演　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
介
護
機
器
展
示　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

　
菊
池
郡
菊
陽
町
原
水
１
４
３
８

－

1　

　
☎
０
９
６
（
２
３
２
）
０
４
０
４

講
演
会

　
演
題　

�「
た
の
し
く
イ
キ
イ
キ
介
護
予

防
」
～
頭
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
～

　
講
師　

�
川か

わ
ば
た畑　
智さ

と
し

さ
ん
（
医
療
法
人
博

光
会
「
み
ゆ
き
の
里
」
認
知
症

対
策
室
長
）

定　
員　
　
３
０
０
人
※
先
着
順

申
込
締
切　
４
月
30
日
㈫

申
込
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
、
住
所
、
氏
名
、
職
種
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

�

〒
８
６
０

－

０
８
４
２　
熊
本
市
中
央

区
南
千
反
畑
町
3

－

7
（
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
１
階
）

　
☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
９
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
（
３
２
５
）
８
０
８
３

4月28日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

南歯科医院 菊陽町 096(232)7541

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968(23)1321

４月29日
㈪㈷

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

５月３日
㈮㈷

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096-243-1100

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968(38)7031

５月４日
㈯㈷

さとう医院（内・小・消） 大津町 096(293)2550

ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096(348)6305

菊陽台病院（整・内） 菊陽町 096(232)1191

５月５日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

永野歯科医院 合志市 096（343）0701

4月7日
㈰

古川医院（内・外・小） 菊陽町 096（232）1566

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

わたなべ歯科 大津町 096(293)2325

4月14日
㈰

武蔵しもむら医院（内・ア・小） 菊陽町 096（339）7561

髙木医院（内） 菊池市 0968（25）2532

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

菊南ハーモニー歯科クリニック 合志市 096(341)1182

４月21日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

牧診療所（内・胃） 菊池市 0968（25）2317

山下胃腸科クリニック（内・胃） 合志市 096（345）0600

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

加藤歯科医院 七城町 0968(24)5188

きくちハート薬局 菊池市 0968(23)6100

深川調剤薬局 菊池市 0968(25)5466

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ

ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
就
学
児
の
た

め
の
す
く
す
く
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

制
作
な
ど
で
す
。
制
作
の
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

と
き
・
内
容

◦
４
月
10
日
㈬　
お
も
ち
ゃ
作
り

◦
17
日
㈬　

�

こ
い
の
ぼ
り
制
作

◦
24
日
㈬　

�

５
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

準
備
の
都
合
上
、
２
日
前
ま
で
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

す
く
す
く
講
座
開
催

特
別
企
画
（
第
27
弾
）
宮み

や
も
と本
恵え

り里
ソ
プ
ラ

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
外
来
診
療
、
健
康
診
断
、

養
生
園
の
活
動
紹
介
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
養
生
園

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成26 年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています！
申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広

報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け
付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

山
やまぐち

口　大
だ い き

毅くん
（２歳○泗　富納）
父： 真吾さん　母： 有希子さん

パ
パ・マ
マ
大
好
き
♡

弟
と
早
く
遊
び
た
い
。
H23年
４月９日
生まれ

廣
ひ ろ た

田　詩
し ゆ

夕ちゃん
（２歳○菊　東原）
父： 順一さん　母： 京子さん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

ね
え
ね
え
、大
好
き
。

H23年
４月19日
生まれ

城
しろもと

本　美
み さ き

咲ちゃん
（２歳○菊　茂藤里）
父： 太一さん　母： 菜穂美さん

H23年
４月18日
生まれ

り
ゅ
う
ち
ゃ
～
ん
、

み
～
ゆ
～
、

す
き
す
き
ー
♡

飯
い い だ

田　悠
ゆうせい

誠くん
（１歳○菊　北宮）
父： 誠さん　母： 理香さん

H24年
４月５日
生まれ 金

か ね こ
子　瑠

る な
菜ちゃん

（１歳○泗　桜山五）
母： 綾さん

じ
い
じ
、ば
あ
ば

大
好
き
♡
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
‼

H24年
４月16日
生まれ

村
むらかみ

上　大
は る と

翔くん
（３歳○菊　上町）
父： 剛さん　母： 優子さん

れ
お
ん
兄

ゆ
め
ち
ゃ
ん

仲
よ
し
で
い
よ
う
ね
♡
H22年
４月25日
生まれ

菊
きくなが

永　愛
あ い り

栞ちゃん
（１歳○七　雇用促進住宅）
父： 智寛さん　母： 恵さん

お
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き

仲
良
く
遊
ん
で
ね
★

H24年
４月14日
生まれ

出
で ぐ ち

口　心
の あ

愛ちゃん
（２歳○菊　北宮）
父： 卓大さん　母： さおりさん

大
輝
、遥
輝

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

H23年
４月９日
生まれ

黒
くろさき

崎　璃
り こ

子ちゃん
（３歳○泗　桜山五）
父： 美成さん　母： 涼さん

H22年
４月６日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
よ
！
赤
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ネ
。

坂
さかもと

本　陽
ひ う と

羽斗くん
（１歳○泗　泗水佐野）
父： 雅之さん　母： 莉与奈さん

H24年
４月18日
生まれ

我
家
の
ア
イ
ド
ル
♡

我
家
の

や
ん
ち
ゃ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
♡

米
よねむら

村　元
げ ん た

汰くん
（３歳○菊　雪野）
父： 哲郎さん　母： 綾さん

H22年
４月15日
生まれ

ひ
い
ば
あ・じ
い
じ・

ば
あ
ば
、大
好
き

沢
山
遊
ん
で
ね

佐
さ と う

藤　雅
ま ゆ

夢ちゃん
（２歳○七　西郷従業員住宅）
父： 克彦さん　母： 知美さん

H23年
４月24日
生まれ

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
く
ま

モ
ン
大
好
き
♡
妹
と
仲
よ

く
遊
ぶ
の
が
好
き
で
す
１

髙
た か え

江　奏
そ う た

詩くん
（２歳○泗　永）
父： 隆広さん　母： 美雪さん

じ
い
じ
、

ば
あ
ば
、

ま
た
遊
ん
で
ね
‼

H23年
４月22日
生まれ

八
やつなみ

浪　悠
ゆ い

衣ちゃん
（３歳○泗　富の原台）
父： 雅さん　母： 奈巳さん

す
べ
り
台

大
好
き
で
す
。

H22年
４月８日
生まれ

出
で ぐ ち

口　玲
りょう

ちゃん
（３歳○泗　永）
父： 俊輔さん　母： 優香さん

ひ
い
と
く
ん
、こ
れ
か

ら
も
な
か
よ
し
き
ょ
う

だ
い
で
い
よ
う
ね
♡

H22年
４月28日
生まれ

堤
つつみ

　立
た つ き

揮くん
（３歳○泗　永）
父： 直政さん　母： 理恵さん

米
は
や
っ
ぱ
り

菊
池
米
!!

H24年
４月18日
生まれ

冨
とみおか

岡　優
ゆ い

衣ちゃん
（１歳○菊　片角）
父： 弘一さん　母： 映那さん

パ
パ
、い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

H24年
４月１日
生まれ

本
ほ ん だ

多　悠
ゆ う り

莉くん
（２歳○菊　花房台）
父： 光司さん　母： 沙織さん

ご
は
ん
大
好
き
♡
愛
翔

兄
ち
ゃ
ん
、い
つ
も
遊
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

H23年
４月12日
生まれ

吉
よしざと

里　琥
こ は く

珀くん
（１歳○七　間所）
父： 英雄さん　母： 文子さん

め
い
ね
え
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
。

H24年
４月25日
生まれ

前
ま え だ

田　悠
ゆ う た

汰くん
（２歳○泗　富の原北）
父： 広志さん　母： 恵美さん

大
志
お
兄
ち
ゃ
ん
と

い
つ
も
仲
良
く

遊
ん
で
ま
す
！

H23年
４月５日
生まれ

德
とくなが

永　心
こ こ ろ

愛ちゃん
（１歳○泗　富）
父： 克裕さん　母： 亜沙里さん

元
気
い
っ
ぱ
い
♡

家
族
の
み
ん
な

大
好
き
♡

H24年
４月３日
生まれ

後
ご と う

藤　俐
り の

乃ちゃん
（１歳○泗　富の原台）
父： 英之さん　母： 由香さん

優
に
ぃ
、い
つ
も
遊
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。大
好
き
♡

H24年
４月９日
生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん
♡
ば
あ

ち
ゃ
ん
、み
ん
な

み
ん
な
大
好
き
‼
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